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•

武

村

忠

雄

筆
者
は
曾
て
本
；iiJK
に
於
て
單
に
資
本
主
義
の
根
本
的
推
進
力
，た
.る
利
潤
追
求
欲
と
自
由
競
爭
と
の
み
を
現
實
の
複
雜
な
資
本
主
義 

經
濟
現
象
か
ら
柚
象
し\
こ
ぬ
を
前
提
と
し
て
獨
占
結
成
の.質
的
髙
度
俗
の
基
礎
傾
向
、
就
中
ヵ
ル
テ
ル
の
そ
れ
を
硏
究
し
た
。
.

(
「

ヵ 

ル
.テ
ル
諸
形
態
の
質
的
高
齡
化
過
程

」「

本
誌
三
〇
卷
丸
號 

>抓
ち
資
本
主
«.
社
#;
'
に
あ
.つ
て
は
'
利
潤
追
求
欲
に
騮
ら
れ
て
各
企
業
家 

は
高
い
利
澗
を
目
指
し.て
柑
耳
に
競
举
ず
：る.に
樹
ら
ず
、
競
维
の
結
果
却.つ
て
を
均
利
潤
#
は
低
下
す
る
蕺
礎
傾
向
が.存
.し
、
こ
の
基 

礎

傾

莳

に

跪

し

各

企

讓

家

，は
_

潤

^
紲
持
增
€

る

爲

客
業
獨
_

を
結
成
し
>
而
も
競
爭
が
益>
激
化
し
、
利
潤
率
，が
益
々
ぃ
低
下 

す
る
.限
り
'
又
企
業
獨
在
體
も
そ
の
市
歡
獨
占
九̂

强
化
ず
る
必
贽
.お
そ
<D
;
ff
l
織
形
態
の
質
を
内
的
矛
盾
のJh
揚
を
通
じ
て
^
度 

化
し
て
行
く
菽
礎
傾
向.が
存
^
る
こ
と
を
哪
和
に
し
た0
.-
.
1:;
(
:
...
*
.
.
;
.
v
:
:
v
.
" 

. ノ

プ
勿
論
資
本
虫
義
心
金
發
股
期
間
を
逾
匕
平
均
利
潤
率
低
で
の

^

^
風
向
妒
存
ず‘
と
は
云
^
ノ
現
實
に
ほ
こ
の
基
礎
倾
间
枕
景
氣
循 

環
忙
ょ
り
利
潤_
の
上
.昇
下
降
0
交
代
過
程
れ1>
て
現
は
抝
る̂

ぞ

れ

收

現
*.
以

置

緣
(0
.

,運
動
過
程
べ.更
£

1步
近
づ
く
锝
に
は̂

鱟
氣
#
辋
占
紈
成
に
及
ぼ
す
作
用
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故
驚
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作
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三

八

ゴ

.丸
六〕

"賢
氣
變
動
ぎ
前
提
し
、

^

れ
に
ょ
る
利
潤
率
の
上#
下
降
の
交
代
過
：程
炉
如
何
ぬ
獨
占
結
成0:
質
ぞ
變
化
せ
し
.办る
か
Y
同
時
に
そ
の

tp
の
h增
滅
を
惹
起
ず
か
^
嶙
質
量
變
似
の
交
代
趣
程
；！
釔
硏
究
レ
於
げ
れ
ぼ
な
-ら
ぬ

：。

と

が

が
*
論
文
か
課
題
で
あ
をo
,'
;
.

'
'.
•
:こ
+の
課
鍵
を
取
«:
ふ
に
*
立
づ
て
、
1
«
景
氣
變
動
が
獨
占
結
成
を
規
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
逆
に
獨
占
結
成
が
景
氣
變
動
を
規
定

す
令
か
、
換
#,
す
れ
ば
菌
者
は
相5:
に
如
何
な
各
關
係‘
立
令
か
を
§
究
.し
ょ
欠
^

ご〉

？

へ̂
5

^

'•
::
;

"

賢
氣
變
動
は
.

1

赠
何
に
ょ
っ
す
惹
龊
さ
れ
る
か
に
就̂
て
は
諸
敎
者
に
ょ
-0
て
そ
の
說
矽
異
に
し
、'全
ぐ
歸
-*
す
る
臌
が
無
.い
o
貨

幣
の
飢
か
そ
れ
と
も
商
品
の
側
か
、'生
產
の
側
か
そ
：作
と
も
消
費
の
輒
か1
外

静

6

_
容

れ

i
も

內

藝

原

.因
加
に
夫
々
そ
の
原

因
を
求
めV

ゐ
る
6
S
V
'
.
紙
し
吾
.々

は
現
在
こ
の
：問
駿
に
立
ん
る
餘
裕.を
持
た
啟
o
:唯
1

.
言
ず
可
き
.は
、
過
去
の
素
朴
な
恐
慌
論
乃

■至
賢
氣
變
動
論
が
命
圖
し
だ
如
く
、
.景
氣
變
锄
の
廒
因
を
ニ

 

■面
.に
求
め
る
'こ)

と
は
不
可
能
で
あ'るo :

と
云
ふ
の
は
景
氣
變
動
は
資
本
主

_
§
諸
經
_
現
象
の
總
體
過
程
で
あ
り
、JE
'
に
#:
面
性
の
統
一
で
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
採
っ
て
現
代
^
於
け
る
景
氣
變
動
論
の
課
題
は

景
氣
諸
原
因
間
の
相
五
關
係
を
分
析
す
る
に
あ
る
。

畔 
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L
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然
し
景
氣
變
動
を
人
間
意
思
か.ち
獨
泣
し
た
客
，觀
的
經
濟
過
程
と
看
る
點
に
於
て
諸
學
者
の
意
見
は
一
致
し
て
ゐ
る

o(

註
一〕

即
ち 

シ
技
ン
べ
ー
タ
ー
の
指
摘
す
る
如
く

(

詁11〕
、

經
濟
發
展
の
指
導
的
役
割
を
演
ず
る
者
は
企
業
家
で
あ
る
が
、
各
企
業
家
は
そ
の
主
觀 

に
於
て
常
に
高
ぃ
利
潤
を
目
指
じ
で
經
濟
活
動
を
營
む
に
拘
ら
.ず
、
そ
の
客
觀
的
結
政
£
於
て
は
企
業
家
の
意
思
と
は
獨
立
に
景
氣
の

上
得•

.次
い
で
好
派
の
一
定
點
に
於
て
恐
慌
を
惹
起
し
、
■利
满
率
の
急
激
な
下
落
乃.至
利
潤
の
喪
失
を
齎
ら
し
、
次
い
で
不
況
期
を
經 

'

て
苒
び
上
昇
期
に
復
歸
ず
る
，の
、で
あ
る
。
從
つ
て
景
氣
0
上
昇—

好
が
_
_
_
_
_

恐
11
_

_
不

況

_

^

再

び

上

昇

の

循

環

過

程

は

人

間

意 

取
に
ょ
る
活
動
を
：通
じ
て
現
出
れ
る
に

#]
ら
ず
V
而
も
人
間
意
思
と
は
獨
立
し.た
^g

时
な
必
然
的
過
程
で
あ
る
。
.
そ
れ
故
古
く 

は
ァ
、ド
‘
フ
•
ヮ
グ
ナ
v
ctf
e
、
三)

に
ょ
0;
て
景
氣
變
動
は
1
普
通
全
く
或
ば
少
ぐ
と
も
多
く0
場
合
經
濟
主
體
の
意
思
及
び
行
爲
=と
は 

獨
立
に』

財
貨
の
生
產
、
需
要
供
給
從
つ
て
慣
格.を
尊
ら
決
定
千
る
も
の

.で

.あ
る
と
特
徵
づ
け
ら
れ
て'ゐ
る
0
'又
ゾ
シ
：、パ
ル.ト
、̂
、
四) 

は
景
氣
變
動
を『

ぞ
れ
が
侗
人
經
濟
の
運
命
の
決
定
者
た
る
限
り'
時
々
の
全
市
況
ど
名
付
け
ん

』

と
欲
し
て
ゐ
る
。 
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斯
く
景
氣
變
動
は》

|
彭
撕
か
ら
獨
立
し
た
客
觀
的
經
濟
過
程
と
し
て
自
ら
滠
氣
の
上
昇
下
降
、

.利
潤
の
.增
大
減
少
：2
父
代
を
惹
起 

t
 
•
こ

の
.利
潤
增
減
0
交
代
過
程
.は
、
恰
も
平
均
利
潤
率
低
下
の«

»
傾
佝
が
各
ぬ
業
家
の
滄
思
に
^
づ
べ
所
の
獨
占
の
結
成
を
不
可 

避
的
た
-ら
し
め
る
如
く
、
等1
く
獨
占
結
成
の.質
的
'«
に
量
的
變
化
の*
代
を
不
可
避
的
な
ら
し
め.る
:0
、
そ
：
れ

故

景

氣

變

働

4 

成
と
.の
.相
互
關
係
は
”
前
者
.が
自
ち
の
法
則
性
に
於
て
變
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ち
獨
立
變
數
な
る
に
對
し
、
後
者
は
前
者
の
景
氣 

交
代
過
程
に
順
應
し
で
變
化
す
名
も
の
で
あ
り
、
：即
.ち
從
屬
變
數
で
あ
名
。.從
つ
..て
ド
グ
^

ッ
^

ル
ガ
ー
が
^

^
變
勤
過
程
：：は
寧
ろ 

鱟
氣
の
：獨
由
結
成
に
及
ぼ
す
.作
泔
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配
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こ
の
頁
に
於
て
ド
ブ
レ
ッ
べ
.ル
^

1
は
單
に
满
爭.の
.み
がC

吊
に'
; ^
:

氣
變
励
に
有
利
な
影
響
を
及
ぼ
す
，も
の
と
看
做
し
た
り
、
逆
に
獨
占
の
み
が 

.

常
に
景
敕
に
有
利
に
作
用
す
と
生
龄
す

.る
諸
理
論
を
批
判
し
て
、
次
の
抓
く
述
べ
て
み

'̂
..0
:

『

：こ
れ
等
か
理
論.ゆ
獸
謬
は
、
景
氣
の
上
昇
及
び
下
降 

を
競
爭
乃
至
獨
占
の
結
架
と
看
做
し
、

こ
れ
等
め
内
に

”絕
對
にE
し
い
か
，乃
至
絕
對
に
誤
つ
た
組
織
原
理
を
見
出
さ
ん
と
す
る
點
に
存
す
る
の
で 

あ
っ"
て
.、
だ
が
反
對
に
紺
織
形
態
が
舀
ら

〖

そ
の
時
•々
の
景
氣
變
動
の
趨
勢
に
順
應
す
る
の
で
あ

.る』

：.と
？

'

景
氣
變
動
は
獨
立
變
數
と
し
て
そ
の
、從
屬
變
數
た
る
獨
占
結
成
の
質
量
變
化
を
決
定
す
と
雖
も
、
獨
占
發
展
.の
一
定
段
階
に
於
て
逆 

に
獨
改
結
贫
が
景
氣
變
動
忆
反
作
用
を
及
ぼ
す
こ
.
.と
を
茶
定
す
.る
も
の
で
は
荩
い
。
邱
ち
大
戰
前
に
あ
つ
そ
は
、
'

(

ヵ
ル
テ
ル
そ
の
他
の 

含

獨

^
體
ゆ
朱
だ
そ
0
市
#

占̂
ヵ
が
緊
固
氣
^

;
り
し
爲
、
主
と
し
て
：景
贫
變
動
纪
順
應
し
た
價
格
政
.

1
採
る
.に
過
ぎ
な
か
つ 

た
。'
然
る
に
窗
後
沙
髙
度
獨
占
資
本
ぎ.
_の
齔
階
^

<る
と
共
に
、>企
業
獨
占
體
ぬ
そ
の
市
場
獨
占
ヵ(0
,、强
化
に
據
り
、
或
る
程
度 

景
氣
變
»
と
は
獨
立
1>
:
て
安
定
的
價
格
政
策
を
捸&
得
苓
ね
至
つ
'だ
。
、
斯
く
獨
皮
結
戚
が
單
な
る
景
氣
變
動
の
從
屬
變
數
か
ら
或
る
程 

度
獨
立
籤
數
に
轉
化
ず
る
と
，
獨
古
結
成
自
ら
が
逆
に
霞
變
動
の
全
過
程
に
反
作
用
し

r
そ
の
全
過
程
ひ
樣
相
を
自
由
主
義
時
代
の 

齋
的
形
態
と
著
し
く
異
な
ら
し
め
る
，に
至
る
0ぃ
然
し
獨
内
結
成
が
景
氣
氣
動
に
阮
作
用
す
る
か
6'
と
武
っ
セ
、
決
し
て
そ
れ
は
人
間

意
.思
か
ら
獨
立
し
た
容
觀
的
經
濟.涸
程
と
し
て
'の
：
景

氣

變

動
0
必
然
的
自
1
1
;
3
法
則
支
破
«
し

、
：
：阻

止

し

锝

る

：も

の

で

：
は

な

い

。
.
單

に

そ 

の
.必
然
的
自
己
法
則
の
發®

^

を
、.
即
ち
現
象
形
態
を
或
る
程
度
修
雜
し
得
る
把
々
J

る
p 

i

n
'
パ 

茲
ヒ
於
尤r

景
氣
霞
ぶ
獨
ポ
結
埤
の
相
互
關
係

』

の
問
題
は『 .

景

氣

變

動

の

：
獨

占

結

成

べ

©
作
用』

.士
逆
忆
.『

獨
占
結
成
の
景
氣
變： 

_

へ
.：の
.反
作
用』

--
'
:の
ニ
問
題
に
分
れ
：る
。
：
前
者
が
本
論
文
の
課
題
で
あ
り
、
後
者
は
他
日
發
表
す
る
豫
定
の

『

統
制
經
濟
と
景
氣
變
動

』

蛋

心

麗

を

な

す 

o

c

©

-

•:
'
'
. '

V
:
:
..,.::、

.:;
:
て

.

' 

V

',
.
:
,
v 

-

r.: 

0
.
叢
し
资
本HI
*
義
的
統_
經
濟
を
問
題
と
す
る
限
々
、
^

れ

本

主

；韻
的
捋
生
塵
過
程
に
資
し
國
家
的
統
制
を
刺
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ 

•

:
る
°

再
生
：.產
過
程.は
裏
の
在
產
過
程
と
流
通

f

程

と

の

統

，：

I

で
あ
り”
從
つ
て
統
制
經
濟
も
直
接
の
A

.
統
制
と
流
通
過
程
に
對
す
る
統
制
と
し
て
の
侖
融
統
制
と
を
樞
軸
と
す
る
。
且
：つ
夫
々
の
資
本
主
義
國
は
世
思
經
濟
體
制
約
に
織
込
ま
れ
て
ゐ
る 

が
上
',
:

資
本
生
義
相
茇
間
办
賢
囊
制
％
更
に
加
か
る

0
,こ
れ̂

*
議

制
‘
金
融
統
制
，
貿
易
統
制
ど
、
更
に
國
家
が
市
場
經
濟
に
對
し
指
導
的

. 

;'
:

|
仅
割
を
演

^-
-

る
こ'
と
.か
ら
'起
る
國
家
脉
政
ど
市

,

か
>
;

『

統
制
經
濟
と
景
氣
變
動

』

：
の
硏
究

：

對
象
：を
爲
：す
。
.而
も
全
再
生
塵
過
程
：

12

於
て
規
觉
的
役
酬
を
演
ず
る
の
は
直
接

0
生
產
過
程
で
あ
る
以.
 

上
*
產
橥
統
制
こ
そ
全
統
制
經
濟
蹬
淛
の
基
礎
構
造
，を
爲
す

0
/盅
.っ
廣
槳
統
制
は
資
本
家
の
自
治
統
制
七
ル
て
|
!
^
し
麥 

家
に
ょ
つ
て̂

し̂
、
そ
の
鏡
を
肋
成
ル
、
更
.に
：强
制
す
る
て'と
に
重
勘
が
置
か
れ
て
居
る
以
上
、
統
制
經
濟
の
景
氣
に
及
ぼ
す
影
響
の
研
究

■
.

の
基 
i

l

 す
1

占 

反
作
用
の
問
題
で
！ 

；
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一.’ 

'

景
義
動
が
獨
占
結
成
：に

及

该

す
.#
用
中
吾
’タ
は
先
づ.
景

氣

が

为

：ル

ぞ

ル

.

の
«
量
變
化
柘
如
何
に
影
響
す
'る
.か
を
硏
究
す
る5 

景
氣
办
獨.占
赭
成
欠>
ぼ
オ
作
用
：：

 

s

_ 

C
l

九
.九〕



•赍
氣
0
:獨
沾
結
成
に
.及
|?
す
作
用 

：

四1! 

3
〇
〇〕

:景
氣
Q

m昇
下
降
0
交

代

繼
^
書

さ

：れ
.て
ヵ

ル

テ

ル

：
の

實

及

量

も

交

代

的

變

化

；を

1

然
^
交

代

的

變

化

と

耷

づ

：
て

.も
、
元 

，來
景
氣
變
動
は
單
な
る
糖
環
過
程
た
る
に
とrま
ら
ず
、
同
時
に
螺
旋
的
發
展
過
程
と
し
て
經
濟
組
織
の
基
本
構
造
を
も
次
第
に
變

'
匕

 

せ
し
め
、
從
つ
て
自
ら
の
變
動
_
相
を
も
異
質
的
た
ら
し
め
る
如
く
、
こ

'れ
に
影
響
さ
れ
る
獨
占
結
成
の
質
量
變
化
の
交
^
過
程
も
單 

な
る
;®
撮
過
程
た
る
に
と
だ
ま
ら
ず
、
同
瞭
に«
旋

的

發

派

過

歡

と

し

て

、
現

拟

る

、

こ

と

を

看

^
す
贺
き
で
は
^
ハ
。

.

，

■
-
.
 

• 

- : 

V
 

'
.
.
. 

.

.

. 

-
l
i
- 

:

,■
■

'

r,
;.
-

■
.
..
-

.

;■
:

;

.

.广：

.

.
-ふ:.*
.

.

.

.

. 

.

*■
.
* 

.

,

'
 

■

.
:

 

’ 

-

-しい
',
';
.

輩
し
ゆ
；ル
：テA 
© 

の
'交
代
過
程
は
_
韻
し
渴
い
_卞
«
ヵ
.ル
“
1グ
ル

形

.

、
就

中

單

純

な

る

,|
«
格

ヵ

‘
.ル

笋

ル

竝

に

坐

產

ヵ

ル

テ 

ル
に
於
て
明
瞭
に
現
は
れ
、
：
こ
れ
に
反
し
そ
；

0
組
織
が
高
度
化

「

さ
.れ
、
、
景
氣
變
動
圮
對
す
る
抵
抗
カ
が
强
化
ざ
れ
た
高
級
ヵ
ル

.テ
，ル
形 

態

就
.中
シ
ン
、チ
ヶ
.
1ト
に
就
，ぃ
て
は
看
取
し
難W
O

一
 
八
^
|¥-
:
か
ら
.一.九IT

六
.年
.に
百
一
；
る

棄

氣
.の
.循
環
過
.程
に
：相
應
し
p

t逸
產
， 

の
企
業
結
合
が
如
何
な
る
周
溯
的
質
量
變
化
を
承
し
た
か
を
硏
究
し
だ
エ
ム
バ

t:
,
r:
i

'(

E
l
n
b
a
c
h
e
r
, 

Georg: Periodische w
a
n
d
-

 

lungen in z
u
s
a
m
m
l
c
h
l
u
s
s

 

d
e:Hdeuschen 

I
n
d
u
s
t
r
i
e
.

,«s
s
a
u
,
1

9
2,0
0
.

)

も
次
の
如
き
結
論
に
達
し
て
ゐ
るo
f 力
ル
テ
ル
の
歷 

史
は
そ
れ
故
各
贵
氣
變
動
に_
應
し
て
絕
-£
ず
斯
か
る
下
級
，ヵ
-̂
テ
'ル
の
：*
代

的

變

北
-̂
記
錄
：し
て
ゐ
る
。.ょ
り
鞏
固
な
力
ル
テ.ル
、 

即
ち
共
同
販
賣
を
莪
礎
と
し
確
固
た
る
割
當
率
を
持
つ
ヵ
ル
テ
ル
を
問
題
と
す
る
限
り
、
結
合
の
存
續
期
間
は
次
第
に
景
氣
上
#
期
に 

迄
延
長
さ
れ
る』

と
0
'

(

§

|》

.

.
&
,
1
1
5
0 
: 

.'.

.

.:
:
:一
.
’
,
 

'
'

翁
ち
ば
景
氣
の
交
代
過
：程
に
順
應
し
て
下
級
ヵ
ル
テ
ル
は
如
何
な

.る
質
量
的
交
代
過
程
を
示
す
か
。

.

.景
氣
上
#
期(

上
昇
丨
好
況

)

に 

:は
旣
#

0
生
產
：ヵ
，ル
テ
ル
が
崩
壞
し
、
，多
く
價
格
力
ル
尹
ル

.

.が
新
た
に.結
成
さ
れ
、
逆
に
景
氣
下
降
期

(

恐
慌
丨
不
況>
に
は
旣
#
の
價 

.格
カ
ル
テ
ル
が
崩
壞
し
、
:多
ぺ
生
產.-^
ル
'テ
.ル
が
新
た
に
結
成
さ
為

(

鞋
>
蓋
し
.景
氣
狀
況
が
そ
の
不
況
の
底
を
衝
き
、
纏
て
ト
#
に

移
ら
ん
.と
す
る
際
、
' 價
格
カ
ル
テ
：ル
を
結
成
し>
,最
俄
販
賣
價
格
を
協
定
ず
岁
、こ
ど
は
消
費
者
、：商
人
を
し
^̂
^̂

購

入

し

得

る

：見

込

を
失

ば

しめ
、

‘

從

つ

て

市

場

を

活

況

な

.ら

し

•

め
、
良

つ

騰

勢
^

轉

じ

始

め

た

價

格

を

生

產

者

相

互

’
の

廉

寶

競

争

に

依 

つ
て
#
度
挫
折
せ
し
め
み
こ
と
を
避
け
しめ
，る
。
斯
く
上
#

の
初
期
に
於
て
一
定
產
業
部
門
に
價
格
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
結 

枭
當
該
產
業
部
門
に
特
別
刺
潤
が
坐
じ
、»;
氣
上
昇
の
進
展
と
共
に
益i
.そ
の
利
潤
率
が
一
般
的
平
均
利
潤
率

3̂

上
に
高
ま
る
や
.
單 

に
ぞ
の
產
業
亂
門
內
部
に
於
け
る
資
本
蓄
積
，が
增
加
す
る
ば
か
;̂

で
な
ぐ
、
更
に
外
部
ょ
り
そ
の
髙
利
潤
を
目
指
し
て
資
本
が
流
人
し 

來
る
。
然
る
時
は
競
爭
が
激
化
し
、
生
產
は
增
加
し
、
苒
び
犄
別
利
潤
は
消
滅
す
る
が
故
に
、

.價
格
の
急
騰
を
防
止
し
、
特
別
利
潤
を 

一
定
の
_
度
忆
5

>
め
"
.以
っ
ズ
谶
爭
企
業
、餐
生
を
抑
淛
し
、
長
く
特
別
利
僩
を
保
有
す
る
篇
に
販
肩
價
楮
を
協
定
す
る
。
こ
の
協 

定
さ
れ
‘た
販
寶
價
格
の
下
で
可
級
的
最
大
の
利
澗
を
擧
げ
る
爲
に
加
盟
諸
企
業
は
生
產
費
の
低
下
を
目
指
し
て
坐
產
擴
張
を
許
る
。
效 

に
旣
㈣
の
舉
純
な
る
償
格
カ
ル
テ
へ
ル
の̂
的
矛
盾(

憤
格
維
持
-
—
坐
產
過
_

1

.慎
格
下
落
'

)

'
.
•
が
作
用
し
始
め
るO
C
:
三
田
學
會
雜
誌
• 

三
.

Q
卷

、
九

號

"
，

t
f

三—

三

七

寅

參

照

)

，：然

し

ご

の
^.
的
矛
盾
は
»
要
が
旺
.盛
か
上
昇
か
ら
好«
期
に
は
：差
し
て
强
く
現
は
れ
な
い
。 

だ
が1

^

&
浞
期
の
'1

定
軿
に
於
-て
恐
慌
が
爆
發
す
る
や
そ
み
矛
盾
は
ー
暴
露
さ
れ
る
々
即
ち
好
.況
期
に
隱
蔽
ざ
れ.て
'
ゐ

だ

慎

格

泠

ル

テ 

ル
：內
部
，の
坐
產
過
剩

'
Q

傾
向
は
.暴
露
さ
れ
'
價
格
は
裹
落
せ
..ざ
^
を

、然
る
..場
合
做
ほ
協
定
價
格
釔
維
持
す
る
爲
に
は
加
.盟
諸 

'
企
業
の
佥
舨
賣
數
量
を
著
し
ぐ
制
限
す
る.を
要
す
る
：が 

>
"斯
か
^
こ
と
は
高
級
カ
ル
テ.ル
就
中
^

ト

に

於

て

：
爲

し

得

も

も
、 

下
級
カ
ル
笋
ル
た
る
氧
純
な
冬
價
格
カ
ル
デ
ル
に
塞
み
難
い
。
從
づ
て
加
盟
諸
金
業
は
協
定

^

^
を
辘
視
し
彳
相
瓦
に
そP
過
*
生 

產
物
の
亂
寶
を
行
ひ
、
僧
格
力
ル■テ
"ル
ぼ
崩
壞
ず
.？
恐
慌
か
.ら
不
谓
の
初
期
に.
g

て
ば
過
剩
生
產
、.亂
—

«
格
暴
落
、
利
潤
率
の

:
脅
氣
0
獨
杏
露
^
.姿

.在

用 

M

H

Q

5
 

1

)



景

氣

の

輪

占

震

：

h

裔

す

作.用
：. 

西
四、

0

1

0

5 

低

卞
^.
阻

此

す

る.爲

に
4

^
龙

亡
'塞

制

限

協

定

を

結

ぶ

ヒ

各

比

«

キ

ぬ

し

：
て
：困

雛

セ

^

る
0
:
*

が
.比

例

费

に

對

し

相

對

魄

に

天

部

分

を

忐

め

る

，近

代

的

產

模

生

產

、
の
、
下

：に
：

.ぁ
0
:̂

は
識
產
制
德
生
產
費
單
慎
を.高
め
る
が
敌
忆
、 

斯

か

る

協

定

を

結

：ぶ

.こ
と
を
避
^
る
ヶ
そ.し
そ
ヤ
落
1>
だ
價
格
に
適
應
.し
^
坐
產
費
を
切
下
げ
各
爲.'に
旣
# 

特
に
賃
企
業
は
劣
等
企
業̂

競
_
:か
^
驅
逐
^
る
爲
^
斯
か
各
擧
に
出
;̂
，
そ
の
‘結

费

錄

タ

霜

を

俄

落
.せ
：し
め
、
雛
て
優
良
.伞 

業
と
雖
t
利
潤
_

g低
下
^
機
み
、

r

次

第

に

：あ

の

生

産

.を

市

況'̂.
應
:̂
^
制
限
せ
ー
ざ
：る

紅

得

&.
<-
&:
兔

ハ

將

か

る

塲

合

：
に

.於
て

.初

め

て 

諸
企
業
間
に
生
產
制
限
を
通
じ.

H

間
接
.に
市
價
の
低
落
k

M
ih
c
ん
‘
ず
る
生
産
力
：ルU
K灰
が
結
成
さ
れ
.る
，

:;
、
.

':

.
註

，
：
：
最

氣

の

上

昴

期

に

は

主

と

し

％
債

格

カ

ル

チ

.

ル
が>:::

下
降
期
に
は
生
產
カ'々
テ
，'ル
が
®さ
る
と
置
を
鄹
に
於
て
は
.
諸

學

者

の

見

^

^

一 

:
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•

歎

ヒ
ル
プ
.ア
デV

x

グ
：

『

金

融

M

：

;
; 

h 

.有
澤
廣
已
著

f

カ
ル
，
テ

ル

•

ト

ラX
K

i'
:

k

ツH
.
.

ル
ダ^

々
飯
珀
淸111

鶉f

日
本
w

i
滎
論』

8

礎
經
濟
學
金_

卷)

1

3
 

. 
e

. 

(

、
次

に

揭

げ

る

我

國

：
に
.於

け

、
る
'
カ

ル

'
テ
”
ル

結

成

の

S

表

は

け

；
5

::
-
;
;

「
で
.
.
.
'
,
.
-

「

へ
；
.
，
：
.:
:

'

/

一
';
.

1
、

最
氣
0
上
昴
下
降
の
交
代
過
程
に
影
響
さ
れ
て
卞
鋏
カ
ル
テ
ル
0.
«

*
も

豸

れ

_

罾
^
を

な

す

こ

ゑ|

1
昴

期
.

(

王

昇

、

圩
 

況)

.に

は

價

格

力

ル

テ

：ル

.C

價

格

協S
:(

が

、

不

降

期
，：

鐘

慌

，

不

況

：

)

に
は
生
産
力
：ル
デ
：ルV(

生
產
制
限
協
定)

が
多
數
結
成
さ
れ

る

こ

と
.
.

1

一、
.髙
級
カ
ル
.：テ
.ル
就
中
シ
ン
、チ
ケ」！
ト(

共
販)

は
價
格
カ
ル
.テ
ル
、生
產
カ
ル
テ
ル
の
如
乂
販
賣
乃
至
坐
產
の

I
面
に
固
執
せ
ず
、

同
時
に
雨
面
部
を
統
制
す
る
も
の
セ
ぁ
り
、
上
1昇

期

に

は

價

格

泠

ル

：テ

.ル

的

機

能

を

營

む

と

共

に

'、
.
^
降

期

に

は

加

盟

企

業

へ

の

坐

產

乃
茧
販
賣
數
量
割
當
制
限
に
ょ
れ
ょ
く
坐
產
カ
ル
テ
ル
的
機
能
を
營
み
、
從
つ
て
上
昇
、
卞
降
の
孰
れ

^
期
間
に
も
多
數
結
成
さ
れ
、
又

存
續
す
る
と
と
を
證
明
す
るO

C

&..
.

蝕

左

の1

覽
.表
に
於
け
る
於
氣
狀
<況
は
田
村
市
郞
氏
の
調
聋

(

同
氏
著『

漱
國
の
景
氣
循
環
と
景

i

指
數』

就

中

一

六

要

、
第
十
二
圖

)

放 

に
‘來
洋
經
濟
新’報
^ -
;

調

蜜C『

日
本
景
氣
變
励
上
卷
、

一

六
丄
ー一

二
頁)

に
依
り
、̂

和
六
年
以
後
の
景
氣
狀
.況
は
同
社
發
行

『

日
本
經
濟
碎
報

』

に

我
國
に
於
げ
る
カ
ル
テ
ル
結
成
のI
K表

:
’結成年月，
 

明治

r

三年一ニ月

最氣狀況
 好

■況

明

治

ニ

三

年

芄

月.

不

：：

祝

•
明

治

：
一
其
¥

ぺ

'
.±:

得 

明
^
1
|〇
年
1ニ
^

、不

況

鱟

氣

©
獨

占

雜

成

，
に
及
ぽ
す
作
..相

カ
ル
一
ア
ル
團
體
名

'

製
紙
所
聯
ぎ
會-.

<
後
9:

日
本
製
：紙

雪

會

)

大
日
本
紡
績
聯
合
會

，
日
本
板
紙
販
賣
聯
合
會 

.共
同
洋
紙
株
式
會
社

協
定
內
容

販
賣
債
格

.

.

;
' ... 

•
:
.
.

'
•̂m
_

^

f

明
治
一
左
牢
一
〇
月
創
立
な
れ
ど
當
時

) 

}
は
單
に
同
^

?の
親
睦
を
計
る
も
の
に

( 

j

過
ず
"
ニ
三
年
五
月
ょ
り
初
め
て
生
產

f 

カ
ル
：テ
ル
と
し
て̂

 ̂

i

販
賢
檟
格 

共
販(

新
聞
用
紙〕s

 

a

o

g



霞

:©
獨

占

鏡1C
.
及
：
ぼ
す
：作
用
' 

明
治
三 

I
®
1
T

 

月
:-
.
上
':
昇

.' 

明

治

三

：
五
.
#

九

月

上
：；

得 

明
治
彐
七
萍
ー

1

月

好

況

 

明治四一部四月不況
 _

治四
ニ年

'1
月
上

‘

'#
. 

明治四三年一月上昇
 

明
治
■四
三
年1

丹

上

0 

,

明治四三，
年
六
月
好
況
.
，

.

.

.

.

.
-
'
.
/
>
-
.
/ 

.

-«

明
治
四
H
年
一
〇
月

："
，
好" 

'況

-

明
治
四
四
年
：
1
〇

月

好

況

. 

大

1£
五
年
八
月
：

好'_況
 

大茁
八年
六月
好況

 

大
正
九
年
’六月

，
' 
不
況 

、大

.疋
九
年
内
'月

-

■:
■
不
' ,
/
況

. 

大
苒
九

#

七
.：月，

、不

況

. 

大
茁
汍

'年
.七月：，

不

' 
'況

„ 

大正九年九月不況

.

日
本
洋
紙
合
資
會
社 

製
^
共
同
販
賢
所
バ
ニ

v 

國
油
共
同
販
賢
所
.，
 

的
地
製
糖
三
社
典
同
販
賣
所 

內
地
油
販
賣
協
萣
ベ
：

的外
油脲
賣麓

：：：“
：：：':

人
造
卿
料
職
合#

板
紙
販
賢
聯
合
會
■

築
轍
合
會

日
本
板
紙
共
同
販
賢
所 

日
糖
、明
治
、覊
灣
三
社
の
檀
格
協
锘 

東
部
硫
酸
販
賢
株
式
會
社 

日
本
產
銅
組
合 

晒
粉
聯
合
會
：

.

B
本
製
紙
聯
合
會
:

モス

-»
)
ン聯合會，

日
本
羊
毛H

業
會

四

六

CIl 〇

四)

共
i

'

共
；
■販 

：：'.:、
,

共

.
'SK
-
.
.
.
.
. 

 ̂

.

:販

覆

格
.
;

販
賣
價
格
，
販
賣
數
量
割
當 

販
寶
價
格
。,

販
賣
價
格

販
賣
價
格
、
販
賣
敷®
割
當
、
蓮
賃
協
定 

(

船
會
社
と〕

共

販

;脱

賓

價

格
■

■販
賢
價
格
、
販
賣
數
傲
割& 

‘

生
產
制
限

生
產
制
限
..
.
-
:
: 

,

坐
產
制
限
開
始
：
：

生
產
制
限：
，

.

'

 

.. 

坐
產
制
限

不不不不不不好不不不不不不

況況況況況況況沢況U :祝況邱況

大
：
iH
J

r

p部
：
 

大
年
一Q

年
六
：
月
：
 

大
疋
：

】

〇
年
—*
0
月

摩

一 

S

$:
..月

大

學

：

I

年

八

月 

大
1H
.
1

4

苹

八

月 

大
正
^
! 二
年
.

一

一
月 

大
it
e
.
l一

1.1

年
.一
.〇
月 

汰
班
ー
四
部.沐
旧
. 

大
.
正

ム

四

年

ご

：
一
月
ゾ 

大
正
一
五
年

U

月 

大
1H
1
近
部
四
月 

大
芷
1
五
部
' 
一
ハ
月 

大
正T

五
牢
山
へ
月.

大
1£
1
五年六月不:況

眼
和

1
1年
三
月
不
況

 

昭和ニ年五月不況
 

景

氣

，
の
.
獨

占

結

成

：
に

及

ぼ

す

作

用

M
廊
3:
業

會

■.
.ベ：
：
"

水
f
 C

日
本
產f

組
合
の
後
身) 

l

i

f

t

製
糖
榮
各
社
調
の
精
製
糖
生
裔
制
限
協
定 

共
同
^
ル
ブ
株
武
會
社 

製
麻
典
同
販*
所
..

關
西
硫
酸
1

議

_

セ
メ
ン
ト
聯
合
會

.

日
本
板
紙
同
業
會

韻

ン

 

硬
化
油
販
賣
株
式
會
社

製
紘
業
各
社
坐
產
制
限
協
定

七

製

粉

會

寵

の

議

麗

協

定

把
鐘
共
販
組
合
と
改
稱

)

條
鋼
分
野
協
诺
會

某

人
_

合

會

〉

:-
'
ぃ
ト
ー

絹

紡

8

會.:
'
:
-
;
ビ

と

坐
產
制
限

生
遨
制
限
、
販
賢
價
格 

坐
.產

制

限
;
■

塞

制

限

共

：

販

:
'

共

販

、

販
賢
價
格
、
販
賢
數
量
割
當 

生
產
制
限 

着

制

限

.
'
、

共
販
、典
同
購
買
、
規
格
統
一

—

制
限「

'.
■
_
'

.

.

,

塞

制

限

共
酸
、
'原
料
共
同
睛
買 

棒
綱
製
造
の
官
民
分®
協
定
、
生
產
數
跫

il
l
t'
r
:
,
.
. 

.

生
產
制
限 

生
產
制
限

s

v
 

C
1
1
O
0



木木、不.不.尔.不、不，亦不…好好、、好1'好'：好‘好好..木. 

況況況況u m 说琬说祝況況況v況；袖祝u ず

#
氣
b
管

翼

敝
：和

与

年|
.
1肓

癖
和
'当

年
:ハ：：

:«3
和
.
1
1
1
部

六

月 

昭
.和

三

部

七

月 

%
和

_.
1
1年

八

丹

_

_

昭
：：

和
；
芒
年
一1
:1 

te
和

四
雄

四

^

:眧和
：.

四
：年
：八'

5

 

昭
.
.和

五

年〕

.昭
：和
：
芄

年

1.1B 

昭：」和
：莊

：年
1:1月

 

昭

和」

3L
部

.
四月 

昭

.刺g

年

：
四

月
 

.
昭

和

：
3£
年

六

月
 

.-昭

和3£
年

，
八

‘
月

四

<

(

1
I
P六
 >

關
東
銅
材
販
賣
組
合 

馘
織
詰
典
同
敏
賣
株
武
會
社

:

燈
油
篇
一
，U
:
:
:
,

揮
發
油
協
定'
'
'

.製
鐫
歐
料
共
同_
賈

會

ぐ
r.'
 

"セ
.メ
ゾ

「

ド觀出
同業會
ノ
.
.. 

.
■•
:■'
;.
. ..:■
■,
 
ノ
 

.

.

.

.

.
砂

糖

供

廛

合

.鋼
材
職
合
會.

」

ラ
ミ
？
紛
績
聯
合
會 

翰
豐
瓦
肋
會

(

九
州
石
炭

)

'

〔
特
殊
頃
聯
合
會

:

銘
仙
^
^
.
' 

’I::”'

::::. 

製

粉

难

販

組

哈

,

ン5

ご

：
'

た
，
； 

酸
素
金
國
聯
令
會

摘
織
物
潛
組
冷'
' く
V
ハ
.. 

'日
本
黑
鈑
共
販
組
合

(
薄
物
部)

共

：ー
販
：.

「
共
：：：：

脈(

難

償

格
，
'

.

- 
:

:

:-
'

■
■
:
,

販
賢
償
格

、販
賣
償
格
”

，
' 

：
'

共

隱

罠
：
'

輸
出
に
關
す
る
競
爭
排
除
の
爲
の
販
賣
價 

格
協
萣

坐
產
數
量
割
當 

'坐
產
制
限 

注
產
制
限
.

.生
_產
制
限 

坐
產
制
限 

共
：
販
へ

販
路
統
制(

地
域
カ
ル
テ
ル)

利
潤
分
配 

:職
出
振
興「

.共
'
'販
.

典共共 
販販販

不不不不 

況況況況

不不不不不不不木不

.況：況：況況況況U 況況

生
產
制
限
:

販
賣
數
量
割
當
、販
賢
價
格
、
販
路
統
制 

(

地
域
カ
ル
テ
ル

〕

典
：'販

：

：

：

.

典
':
販
：

'-
:

:

(

轍
出
振
興
.
，
’
：
- 

共

細

：

•

共

販

：

共
：
販
.
.

生
產
制
哏
、販
賣
價
格
、販
賢
數
量
割
當

共

聴

生
產
制
限

.也
產p

限

共

販

共

'販

：

四

九

(

1
0七)

昭

和

芄

牢
1
0月
. 

昭

和

芄

牢10

月 

昭
和
芄
咿

3 -
月
 

昭
和
芄
牢

1
i

月

昭和五年ニー月 

昭
和
六
年
：

1

月
 

.昭
和
六
年

1,1

月
 

昭
和
六
年

.一：一

月
 

昭
和
六
年
三
月 

昭
和
六
年

111

月
 

昭f

六f

 

S
月
 

補
#

六
部

jll

月
 

瓶
'刺
.
六
部
白
月
：

中
板
典
販
組
合

C

麵
材)

日
农
線
故
典
販
組
合

(

鋼
材)

全
國
石
贫
窒
氣
共
販

i

合

水
.曜
t
c日
本
產
銅
組
合
の
後
身

) 

國
際
銅
カ
ル
テ
ル
加
入

セ
'メ
ゾ
ト
販
賣
協
會

(

十1

地
方)

.製
罐
協
會 

合
.金
鎖
薇
組
合 

大
阪
，

n

ム
工
業
組
合
，

帝
國
;:
>
犬
芷
_
絲
協
定 

白
本
厚
板
共
販
組
合

(

鋼
材〕 

四
伸
會C

銅
加H

)

：

帝
國
、
大
正
、
東
洋•戸
張
麻
絲
協
宏. 

日
本
蟹
罐
詰
共
同
販
賣
株
武
會
社 

顧磨
：：(

過
酸
撰
左
藶
制
限
、關
策

)

■ 

水
耀
1

過
燐
酸
坐
產
制
限
、關
西

) 

中
型3

派
1

販
組
合
，
';
:
:
.
; 

小
型
：山
形
_
共

販

組

合

っ
':
:
ミ

昭

和
2:
筇
1
ー

月

不

況

昭
和
五
年

一,
1

月不
双，

 
昭

和

3£
年
5:
ー
月
不
況

昭

和

六
^
三

月

：-

不

：
：
況 

眚
氣
の
.，猶

占

特

成

に

及

ぼ

す

#

m



絷
氣
の
科
占
結
成
に
及
ぼ
す
作
甩

昭
和
六
年

n
r

月

不

況

.

.
昭邾
六年
四月
不

況 

昭
.和六部四月不：況：

 
昭和六

:^
四
月
不

 ̂

昭和六年五月不況
 

昭和六年五月不況
 

昭和六牢五月不況
 

昭
和
六

.萍六
月

''
不況：

 

昭和六年
六月不.況

 

昭和六年七爿不況
 

昭和六年九
、
月
不
況昭和六

t

九

.

月
不
況

昭
和
六
筇

1
〇

月

不

況 

昭
和
七
年

㈣

月

■

昭和七牢九炻上昴
 

昭和七鲂

〗

0
月
上
畀 

昭和七
苹一〇
月
上
昇

I

(

1

0八)

養

謹

撤

日
本
黑_

販
組
合(

餍
物
部)

.

ラ
：ミt
a典
同
販
寶
株
式
會
社

;#
銅

協

會

卜,;
;;
:
'
,
、

麻
眞
田
共
同
販
賣
所::
:
:
/

晒
粉H

業
組
合
：

金
國
炭
化
石
灰

C

力
ー
バ
彳h)

共
販
組
合 

燐酸肥
料合
 

和

紙

同

霞

合” V 

日
本
陶
磁
議
叢
合
一

日
本
轍
出
羽.

U

重H

業
聯
合
會

獲

議

制
，

”

H
本S

化
油
同
業
會

杯
锦
セ
メ
シ
.
.
ト
協
會 

硫
炭
同
業
會- 

銑
鐵
典
同
膨
賢
株
武
會
齔 

硫
安
酣
給
組
合
パ 

晒
粉
贶
賣
株
式
會
社'.
-

共
：
販 

典

販
 

共

，
販

ょ 

共

'
販

.

生
產
制
限 

,
.
:
:
販

.
:

'.

囊

麗

生
產
1

、
販
賢
偎
格 

生
產
制
限
、
販
賢
債
格
、
牛
；產
分
酑 

共
販
、
：生
產
分
勝

生
產
制
限
、販
賢
價
格
、
販
賣
數
！
I1I
L割
當
、
規 

格
統
\ー

生
塵
制
限
、
販
賢
慣
格
、販
賢
數
蛩
割
當
、
轍 

出
獎
勵

生產制限
，
：
彳

生
產
制
限
、
販
賢
憤
格
、
販
賣
數
贽
及
び
販 

賢
地
域
割
當

典

M
.

:

_
寶
價
格
、
生
產
制
限 

共

販

:

卿
和
：̂七
年
A '1,:

月 

昭
和

一.

八
年
.
六
月 

昭

和

八

年

七

月 

昭
和
‘八

年

八月 

昭

和

八
5

〇
月 

昭
和
：八
年
一

1

月 

」

昭
和
.九

尔

：七
：
月 

昭

和

九

^

一

 

〇
月

況況況況況況況昇

昭
和
石
炭
販.賣
株
式
會
社'

.希
p
.tr
1
■ル
轍
出
組
合
.
，
； 

.

ビ

ー

ル

典

同

販

響

社

'

 

日
本
丸
鋼
販
賢
組
合
，

憐
.酸
肥
料
懇
話
會：.
'

セ
メ
ン
ト
幟
出
協
#

パ

.礦
籼
精
製
業
聯
合
會，
 

國
產
揮
發
油
聯
合
會

■共
..，脲

:. 

'輸
出
統
制

.

■

:

:

販
賣
價
格
、
'
販
賣
數
量
割
當 

■■
販
賣
.價
格
入
販
賣
數
■
割
當 

'
'織

機

制
^
 
.パ

.

V

販
賢
働
格
、規
格
統
：

I
、

坐
產
制
限
\

飯
賣
M
格
、販
賣
數
量
割
當
、
販
路
割
當

::

上
顧
の
.我
掘
カ
ル
；
テ
ル
5

表
に
據
れ
ば
、
明
治
よ
り
最
近
に
至
る
迄.■に
結
成
さ
れ
た
主
要
カ
ル
テ
ル
數
は
合
許
九七
で
ぁ
る
。
そ 
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古
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；
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右
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猛
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菅
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カ
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テ
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か
爲
に
、
多
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カ
ル
テ
ル
數
の
調
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に
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異
ぁ
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、
忠
つ
結
晚

^-
度
に
就
い
て
宠
分
の
材
料
が
存
さ
な
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カ
ル
テ
ル
が
特
に
景
氣
上
#

期
か
そ
れ
と
も
下
降
期
に
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さ
れ
る
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の
問
題
は
こ
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る
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問
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し
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に
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テ
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般
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戴
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昇
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下
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の
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れ
の
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多
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結
成
さ
れ
石
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の
問
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ざ
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多
く
の
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代
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を
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れ
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濟
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五
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1
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大
瓢
瓦
歡
佌
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紙
慌
_
账
叹
昭
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迄

*
殘
'り
四
土
1
が
昭
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年
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又
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右
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於
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テ
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駿
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つ
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あ
り
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戰
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日
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期
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あ̂-
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疋
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況
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チ
ル
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.
、
級
成
さ
枚
だ
が
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テ
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反
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に
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潤
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。
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代
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問

&

^

し

て

ゐ

る

;0

例
へ
ばh

ン
:̂

ル
ス
は『

資
本
論
1
の
註
ぬ
於
てr

此
等
の
實
驗(

力
ル
テ
ル)

は
、
經
濟
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、
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述
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摘
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友
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さ
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る
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が
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カ
ル
ー
ア
ル 

'
一
般
：
，
の

鱟

氣

變

_

過
程
■に
於
け
る
！ 

霞

.の

.賴
占
結
成
杧
|

ザ
作
用

.
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六
0

C
H
'
l

八)
增
減
ぬ
交
代
過
程
を
硏
究
す
る
時
成
、1

W
 

?

海
性
にw

s
d

る
紘
果
と
な
る
1
吾
々
.に
と
つ
て
は
唯

_々

^

»の
量
的
變
％ 
0

 

ち
：質

量

の

交

代

過

.程
の
み
が
問
題
と
さ
れ#.
る
0

あ̂
妙
，
#
觉

0

1
無
視
し
戈
の
为
ル
テ
ル#
般
紀
就
い
て
は
、
唯
る
景
氣
の
上 

鄆
下
降
期
間
を
通1>
'
で
»
へ
*
增
舭
€>
.卜
4
緊

於

#
ず

と

.%
張
1,
得
る
に
ど
ぐ
ま
旮5

;;
::|-
'

.

3

^
;-
:;;
;
.

:
>
-
v
v
y 

. 

- 

W
. 

.

一'
-
'
” 

'
:
r
.

ブ
-
、
-
•
< 

V
*

くf
'
o
' 

* 

-

，
ニ
と.
,
-
*
'
.
-
- 

■
■ 

-■-
.
 

…
.

'

-/
汝

^

で

吾

戈

は

景

氣

變

驗

於

他

の 

一i3,
の
：
主

'
要
^
業
結
^

^
態
私
^:
-
が
：ン:>
1
テ
;̂
ト
：の

「

質
量
變
化
に
如
何
ぬ
^
^
尤
る

か
を 

f

 す 

4

#

l

’
r:
1

f
 

:
H
-:
.
>.
..::: 

- 

:

」

|

 

■パ
：:

：::
ニ，'，「

1
:
:

\ 

. /

■■
:
;
:••
■
,.
'
■ :
-

■'

:
-

勿
論n

ジ

ッ
為
ル
.，ン'
と

ト

ラ

ス

：
ド
：
で

は

、

前
者
は
單
に
間
接
的
市
場
獨
占力

を
持

つ

‘
ぬ

對

し
•:>
>
後
絜
は
間
竝
：に
直
接
的
市
場
獨

改
カ
を
持
っ.點
ぬ
於
て>
1!
贮
骱
激
呔
加
盟
各
企
*

1̂1
;
て
洪
律
上
ぞ
の
癤
交
性
熟
繊
掛
せ

1>
め
る
に
對.し
、2後
者
は
法
律
的
獨
立
性

.

.
' 

. 

. 

. '

.

.

.
;
. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

. 

.

 

.

を
維
持
せ
じ
め
な
こi
か
あ
：れ
ば
六
持
株
會
酞0-
場
合
^
暖

業

を

觸

痕

せ
^

^
て
*

~»
-
企

業

迄

合

併

ざ

，
せ

る

場

合

も

あ

.
る

點 

-に
.聆
て
異
ク
で
办
每」

.、然
し
兩
者
比
ユ
备
加
挪
企
業
が
資
本
的
ぬ
獨
立
せ
る
冷
ル
-

ル̂
に
對
^
ィ
そ
办
資
本
的
獨
立
性
を
否
定
し
、
金 

融
共
同
.體
‘を
_
成
す
?>
'
點
.に
於
で
«
<2
>
;
質̂
を
同
&
<-
す
'̂
:'
?
%-
^
故
吾
ダ
..は
.本
辙
^ ̂

. 

y

ツ
モ
^
ン
.
_と
.ト
ラ
ス
'b
と
を
同
時
に

.，

..、

 

ft
 

.
 C.
 .'•* 

•
 
./
 
.
.
.
，
• 

» 

‘

.
 

ノ 

:.

へ

：

.

.

.

.

へ 

だ
が
カ
ル
ー

K

ル
の.場
令

に'於
.て
.そ
：：の#
定
0
形
.
©即
ち
；
.

I

萣
0
質

を

無

視

：じ
：

^
直

：ち‘に
方
，
ル

ぞ

ル

ー

ぃ

般

の

羞

的

增

減

に

.及

ぼ

す

最

氣 

變
動
の
作
用
を
硏
究
し
得
ざ
泛.
如̂
く
'
:效
.に
あ
づ
；て'も
«
ち

に

ネ

，ノ
ぐ
ソ
：
*
ル

ン

、

ト
ラ
ス
ト
一
般Q

量
的
增
減
を
間
題
に
す
る
こ
と

匕

，
、
r
i
' 

リ

>;
べ

ン

.
'
.
:
-
:
:
:
へ
,

、
ノ

ニ

.
'
:
デ

.,
,.
、
：
：
：
.>
‘
-
ハ
>
.
'

は
不
可
能
で
あ
る

.
-

,

こ
の
點
^
於
て
プ
リ
ブ
ラ
ム.
.及
び
ワ
ト
キ
ン
ス
の
主
張
は
妥
當
性
を
缺
く
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
プ
リ
ブ
ラ
ム
は

『

深
刻
為
長
期 

に
苴
る
不
況
の
結
梁
惹
起
さ
れ
た
狀
態
が
ヵ
ル
テ
ル
の
發
肢
を
促
進
す
る
と
丁
度
同
じ
く
、

■急

速

卷

場

”の
鑛
大
孩
に
そ
れ
に
相
應
し 

た
金
融
の
.圓
滑
へ
の
樂
觀
的
見
透
を
窗
ら
す
如
き
报
對
の
狀
態
は
全
く
異
つ
た
諸
結
合
形
態
の
發
展
そ
喂
し
た
。
そ
れ
等
は
獨
立
諸
企 

業
の
個
別
的
危
險
を
融Aロ
し
て
經
濟
的
乃
至
命
融
的
單

1

.體

.を
織
成
せ
し
め
、以
つ
て
危
儉
の
單
一
化
を
計
る
點
を
そ
，の
.特
徵
と
す
る
、 

例
へ
ば
ト
ラ
ス
ト
、
持
株
會
社
、
純
然
た
る
合
併
、
利
害
分
配
契
約
共
同
體
の
如
き
で
あ
る

.:
0
.で
の
見
解
は
從
來
各
國
の
發
展
に
就
い

.

.
- 

.

.

.
I 

• 

.

.

ン〜

.

.

.

.;

て
な
さ
れ
^
調
奄
に
ょ
つ
て
確
證
さ
れ
て
ゐ
る

』
(
s
b
r
a
m
,
K
.
:

 

d

lpr
l
B
S
:
.
w
a
l
g
t
§
v

 1935. 

p, 

2
1
)

と
述
べ
、
米 

國
に
於
け
る
調
夜
と
し
て
次
の
ワ
ト
キ
ン
ス
の
所
說
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
ワ
ト
キ
ン
ス
ば
一
八
九
〇
ギ
か
ら

|

九
〇
四
年
に
至
る
十
四 

ヶ
年
間
に
於
け
る
米
國
の
景
氣
變
動
と
企
業
合
併
數
の
增
減
と
の
關
懷
を
調
奔
し
、
次
の
如
き

_
表
を
作
成
し
て
ゐ
る
。

(

0̂

_
§

多 

M
.

 

W
.
:

 

Industrial C
G
m
b
_
i

.B.tions and. Public Policy. 

B
-g
.§>
.
 

1927. 

p. 

4
1
)

そ
の
際
彼
は
景
氣
變
動
を
最
も
如
實
に
反 

映
す
る
も
の
と
し
'て
細
育
市
以
外.の
銀
行
1手
形
交
換
高
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
右
は
恐
ら
く
、
紐
育
市
の
銀
行
手
形
は
主
と
ル
相
株
成
投
機 

資
金
と
し
て
融
通
さ
れ
る
に
對
し
、
紐
育
市
以
外
の
銀
行
手
形
は
商
取
引
に
融
通
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
れ
は
商
業
活
動
の 

如
何
を
、
更
に
產
業
全
般0
景
氣
如
何
を
浪
映
ず
と
の
想
定
の
下
に
、
こ
れ
を
利
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

左
圆
表
に
據
つ
て
彼
は
次0
如
き
結
論
に
達
し
て
ゐ
る
。

『

：
：
右
の
全
期
間
を
逋
じ
て
こ
れ
等
三
曲
線
の
基
礎
僦
向
が
ー
致
せ
る
こ 

と
は
、
明
か
に
好
況
が
產
業

4

の
結
合
胤
向
を
促
進
し
、.不
況
が
こ
れ
を
抑
制
す
る
作
用
あ
る
こ
と
を
示
す
。
約
言
す
’れ
ば
、
こ
の
景

.

.

.

.

.

.

. 

. 

N 

•
• 

.• 

- 

• 

• 

. 

. 

•••

氣
變
動
過
程
に
對
す
る
產
業
上
の
結
合
運
動
の
關
係
は
、
ト
ラ
ス
ト
が
本
來
有
利
な
る
商
況
を
更
に飽
く
こ
と
な
く利
用
せ
ん
が
爲
の 

嘹
氣
の
倜
占
艏
成
把
及
农
す.作
？ 

六】
o
n
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深

S

A

不

況.
 

衰

返
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ニ
ッ
ク
.
ネ

虎

好
^

不
況
-
回
復 

好
？

T
赛
遐

赍
氣
'の撖古結成̂取ぼす作

'/
!
1
:

/
V

障
舉
泫v 

一
級
外

j.

-f
-
形
次
#

高
■

.

1

5
 

骏
資
額

50

50-

六

ニ

o

s

o

)

.

.

.

.

.

.

.
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.

.
■
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.

.

. 

-

.•
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へ 
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'
/

'

手
段
と
し
て
組
歡
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
の
紘
論
に

導
く』

o
R:
p*
. P, 

4
40.
と
。

然
し
ワ
ト
キ
ン
ス
の
如
く
銀
行
手
形
交
換
高
な 

る
單
ー
の
景
氣
バW

メ

ー

タ

ー

を

以

つ

て

景

氣

狀 

讽
の
#
斷
を
な
す
こ
と
は
多
大
の
危
險
を
伴
ふ

0 

ワ
ー
ゲ
マ
ン
も
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
、
經
濟
組
織 

は
一
つ
の
有
機
體
と
看
做
さ
れ
、
丁
度
有
機
體
の 

總
體
運
動
が
そ
れ
を
權
成
す
る
多
様
な
諸
器
官
の 

運
動
の
相
互
作
用
の
結
果
現
は
れ
る
と
同
じ
く
、 

經

濟

組

織

の

_
全

贵

氣

變

動

は

頗

る

多

様

な

要

素

の 

變
動
の
相
互
作
用
に
ょ
つ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
從 

つ
て
極
く 一

部
の
要
素
の
變
動
か
ら
全
景
氣
變
動 

の
狀
況
を
診
斷
し
、
豫
測す
る
こ
と
は
困
難
で
あ 

る
。
例
へ
ば<

1
パ
丨
ト
硏
究
所
竝
に
こ
れ
を
模

做
せ
る
三
襲
濟
硏
究
所
が
な
す
如
く
、
株
價> 物
價
、
金
利
の
三
變
動
系
列
を
組
合
せ
て
作
つ
た
單
ー
<z
>

™
市
場
バ
ロ
^

に
ょ
っ
た
り
、

シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
ッ
フ•ジ
.ン
ガ
1
バa:

メ：：丨
'

タ

ー

の
，
如

く

、

鐵

、
鐧

鐵

.の
供
給
量
と
株
式
發
行
高
な
る
ニ
つ.の
.變
動
系
列 

を
組
合
せ
た
單
ー
バロ 

メ
1
タ

ー

を

以

つ

て
.全
景
氣
變
動
を
診
斷
し
、
豫
測す
る
こ
.と

は

困

難

.で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
險
な
る
獨 

斷
論
に
墜
人
る
。
そ
れ
故
單

I

パ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
據
ら
ず
、
多
機
な
る
バ
ロ

 

メ
ー
タ
.
1を
作
成
し
、
こ
れ
を
體
系
づ
け、
'以
つ
て
金
最 

氣
變
動
の
狀
況
を
診
斷
し
、
豫
测
す
可
き
で
あ
る
o (

v
g
r

 

w
a
g
e
m
&
n
,

 

E.: 

K
o
n
j
l
m
e
.

 

Berlin” 

1928. 

I

.
 

S. 

126- 

127, 
'邦

驛

-:
八
四
丨
五
頁
參
照)

從

つ

：
て

筆

者

は

：便

宜

上

一
八
九
〇
|

一
 
九
〇
四
年
0
米
國
景
氣
狀
況
を
明
か
な
ら
.し
め
る
補
助
手 

段
と
し
て
、'
ヮ
ト
キ
ン
ス
の
圖
表
の
下
に
皆
隹6货
>
§
&
m
‘$

り

未
々
^
氣
狀
況
を
*
入
.れ
て
置
い
た
o
.

:
:假
り
に
.

1

步
を
讓
りV
:
.
銀
行
手
形
交
換
高
が

1.

般
景
氣
狀
況
を
如
實
に
反
映
す
る
と
し
て
も
、
而
も
尙
ほ
こ
の
圖
表
を
以
つ
て
し
て 

は
金
融
典
同
體
的
企
業
結
合
c
b
.ン
ッ
4
ル
^'
、
ト
ラ
ズ
ト̂

が
好
況
期
に
多
ぐ*
不
況
期
に̂

く
結
成
さ
る
と0
公
式
的
な
ヮ
ト
午 

ン
ス
敏
に
ブ
リ
グ
ラ'ム
.の
主
張
を
證
明
し
得
な
ぃ
？
就
中
、
ゼ

八

九

.—
*
1九
1:
年
の
不
況
丨
囘
復|
好
況
な
る
最
氣
上
畀
過
程
に
於
て
、 

逆
に
企
業
合
併
數
は
下
降
的
傾
向
を
ノ
即
ち
減
少
を
示
し
て
居
り
、
更
に
一
八
九
九

I】

九
〇
三
年
に
至
る
持
續
的
好
況
期
に
於
て
、 

合
併
數
は
1
A九
九
年
の
：最
高
點
ょ
り

一

九
0
1
1
1
年
迄
大
體
系
倾
向
を
乐1>
て
ゐ
る
。
マ
：-:
.
: 

«

.

.斯
か
る
ワ
:>
キ
ン
ス
、
ブ
”
ブ
ラ
ム
^
生
張
と
現
實
過
程
と
の
难
離
は’彼
等
が
デ
ブ
シ
ダ
ェ/ル
ン
ド
ラ
ス
：ト
に
屬
す
る
種
々
の
特 

定
質
の
'企
業
結
合
形
態
を
無
視
：し
、
：直
ち
に

n

ン
ッf.

ル
ン
、
ト
ラ
ス
ト
一
般
の
量
的
變
化
を
問
題
と
せ
る
が
故
で
あ
る
。
就
中
後
述 

す
る
如
く
、

V

ト
ラ
：
ス

ト

結

成

の

，

1

義

た

る

合

併

；

C

岛S
I
O
n
)
0

內

で

孓

、
，
横

斷

的

合

併

は

好

況

期

ょ

於

寧

ろ

主

と

U

鱟
氣
の
獨
占
顆
成
に
祆
ぼ
す
炸
用
 

s
 

C
H
I
D
.



卜

廣

顧
'-
0
^
1
蠶

.
片
及
孩
す
作
用 

0
 

a

H

l

D 

立
す
名
も
^
で
.ぁ
る
。~务
れ
故
金
融
^
同
體
的
企
業
結
合
選(

の
豪
的
增
減
'と
景
氣
變
動
と
の_
係
に
就
'い
て
^

結
論
を
.ボ
す
：こ.と
は
不
可
能'で
あ
為
，.て
.

：

..；
；
へ

 V. 

v
% “
へ
 

>
,
ィ
ぃ'

■■
.‘

.:
:
. 

'
.
'
。
零

ぷ

 

'
.
.
.
:

へ.
.::
'
.
. 

. 
;
:::
■

'へ'
一
：
一

：

'

然
^
ぱ

景

氣

變

動

是

特

定

質

の

：
金
融
典
同
體
的
八
业
業
結
：合

形

態

-0
量

的

增

滅

と

，
の

間

.
'に
如
 ̂

V
: 

>
.
:

•■
:

■'
..扨

兄

綦

氣

出

昇

は

商

ロ

叩

に

對

す

る

需

瓔

の

增

太 

>
:

過
剩
生
產
物
の
藤
理”
價
格
の
騰
貴
を
伴
ふ
。こ
の
場
合
各
企
業
は
次
の
一
一
つ
の 

. 

荽
求
^
持

!0
.に
室
る':
0

.

. 

'
v.
'l
c
.
:
.
.
‘ 

~ 

r
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：
一
'ゆ
こ
の
增
大
し
た
需
要
を
失
妒
自
已
企
業
の
生
產
擴
張
に
依
つ
て
澈
恕
さ

.ん(

と
す
を
要
求
。
：ゲ

.
ビ
-̂
^
^
^

第11

は
各
海
業..が
生
產
獷
張
を
行
ふ
結
果
そ
.の
使
用
す
る
原
料
ネ
補■助
材
料
の
不
足
及

&

ぞ
.の
：價
格
騰
貴
を
惹
趦
す
が
、
そ
<D
'
不
足 

竝
：に
價
格
騰
貴
な
、る
障
碍
を
排
除
ザ
ん

.ど

.す
る
要
求
。:'
:
，
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•
>
、 

今

，
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.
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右
の
第4

の
要
求
は
各
企
業
を
驅
つ
て
横
斷
的

n
シ
ッ
*
ル
^

ト
ラ
ス
ネ^-
但
し
^
併
1

:
に
於
げ
る
、ト
ラ
ス
ト
を
除
く

)

を
結 

成
せ
し
.ぬ
ざ
。
又
第
ニ.の
要
求
ほ
各
企
業|:
'
じ
て
縱
斷
的
コ
ン
ッ«
.;
:ル
.ン
*
ト
ラ
.ス
ト
穴
同
穰
合
併
形
態
の
：そ
れ
を
除

.ぐ
>
を
結
成
せ
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先
づ
第1

0

景
氣
上
畀
期
に
於
け
る
橫
斷
的
〒
ン
グ
产
ル
へ
ン
A
ト
ラ
：ス
トC

合
併
形
態
,̂

除
ぐ
>
の量的樊過程を述

(

ベ
蓋
し 

景
氣
^

#
に
泮
ふ
需
要
ゎ
增
大
に
相
應
し
各
企
業
は
ぞ©.
坐
產
釔
增
大
ず
1
爲

に

新

た

に

設

備

の

擴

張

，怒

計

.ら
な
け
れ
ぱ
な
^
ぬ
。
假 

り
に
不
況
期
ヒ
於
て
利
用
さ
れ
ざ
り0
.多
く
の
^
1
!設
備
が
上
畀
期
に
存_
し
：て
居
る
に
ぜ
ょ|

そ
し
允
斯
か
る
と
と
は
大
戰
後€> 

慢
性
的
過
剩
盡
時
代
：に
於
げ
る>.
昇
期
?>
'

1般
：的

現

象

セ

拓

る

が

一

-
-斯
か
る
場
合
に
.し
：：て
：.も
、
：.主

囊

業

部
^
に

生

產

乃

至

.販

寶

,l
i.
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__
ll
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數
實
割
當
ヵ
ル
.テ
ル
、

シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
等
の
存
す
る
，限
り
、
各
企
業
は
割
當
率
增
大
を
目
指
し
て

'そ
の
生
產
設
備
0
擴
張
を
計
る
。
と 

1
K

ふ
.の
は

、割
當
率
の
決
淀
は
各
企
#
の
生
產
能力

を基
礎

と

す

る

が

故

で

あ

る

,0
孰

れ

に

せ

よ

景

氣

上

E

升
期
に
は
名
企
業
共
そ
の
生 

產

設

備

：の

蛾

張

を

at
る
が
，
然
し
生
摩
設
備
が
搬
.張
さ
れ
、
こ
れ
が運
轉
さ
れ
る
迄
に
は
、
そ
の
設
備
の
種
類
に
よ
つ
''て
異
る
が
、
相

當
期
間
を
要
ず
る
。
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從
つ
：て.そ
の
間
に
利
潤
獲
得.の.機
會
を
失
ふ
こ
ど
な
ぐ
、
.寧
.ろ
急
速
に
利
潤
の
墻
大
を
計
る
爲
に
各
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種
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企
業
を
支
配
し
、
そ
の
利
潤
獲
得
に
參
與
せ
んと
し、
‘橫
斷
的
命
業
結
合
が
な
さ
れ
る
。■

こ
の
際
横
斷
的
企
業
結
合
が
と
る
主
要
形
態
は
コ
シ
ツ
エ
ル
ン
形
態
で
あ

り

、從
っ
て
利
害
分
配
契
約
典
同
體
、
經
營
委
託
乃
至
賃 

借
契
約
共
同
體
、
目
的
契
約
共
同
體
及
び
資
本
參
與
等
で
あ
b

r>
;更
に
そ
の
一
資
本
參
與

£

定

產

業

部

門

，
の

大

多

數

CD
企
業
に
及
び
、 

單
な
る
間
接
的
市
場
獨
古
カ
に
と̂
ま
ら
ず
、
直
接
的
市
場
獨
占
カ
を
も
獲
得
す
る
時
，は
ト
ラ
ス
ト
に
發
展
す
る
。
こ
.れ
に
反
し
景
氣 

上
昇
期
に
横
斷
的
企
業
結
合
が
合
併
の.形
態
を
と
る
こ
と
は
極
ぐ
稀
で
あ
る
？
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然
ら
ば
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氣
上
昇
期
に
は
横
斷
的
企
業
結
合
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何
敢
に
主
と
し
て
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ン
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ざ
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ト
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る
か
。.蓋
し
、
各
企
樂
が
敢
へ
.て
そ
の
獨
立
性
を
放
莱
し
、
他
企
業
に
合
併
さ
机
ん
と
す
る
の
は
不
況
い
爲
多
大
の
負
債
を
有
し
、
'最 

早
そ
の
獨
立
を
維
持.し
難
き
場
合
に.於
て
ぐ
'あ
ぴ
，
(1
れ
に
反
し
最
氣
上
舁
期
に
人
女
、

「

企
業
0
採
算
が
好
轉'|
.、
.最
早
.他 

る
救
濟
.を
成
要
と
せ
ざ
る
に
茧
る
や
、
#
企
業
は
敢
へ’て
含
併
さ
れ
ん̂-
と
を
欲
し
な
い。
f
i
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'

反
對
に
景
氣
上#:
期
に
.は
"：

各
企
業 

は
利
潤
の
、增
大.に
よ
り
多
額
の
自
己
資
本
を
蓄
積
す
る
と
共
に
、
他
方
社
債
の
：發
行
、
銀
行
よ
り

Q

資
金
借
人
が
容
易
な
る
爲
、
そ
の 

潤
‘澤
な
冬
資
金̂
用
ひ
：て
經
營
委
託
乃
至
賛
借
契
約
或
ば

_
的
契
約
令
結
び
、
_又
他
企
業
に
資
本
的
參
與
^
^

景
氣
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我
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五
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ヾ
好
況
期
に
抓
呢
ぬ
合
懷
孜
至
合
同
が
困
難
氣
る
加
は
我
國
运
げ
か
製
鐵
大
合
陳
即
ぢ
日
來
製
鐵
會
社
の
成
立
過
程
が
こ
れ
を
如
實
に
物 

V

.
韶
.っ
：'て
ゐ
る
'0
我
國
：に
於
け
名
製
鐵
會
社
大
合
同
計

«
は
旣
に
大
戰
直
後
の
反
動
的
不
況
期
に
そ
の

-端
を
發
し
、
製
鐵
會
社
救
濟
策
と

(

し
て
計
畫 

?

.さ
れ
た
の
で.

I
そ
I

昭
和
.

II

靡
の
世
界
恐
慌|

發
■

昭
和
芜
一
月i

s

.な
不
況
に
駿
は
れ
、
當
時
：不
況
對

.策
と
し
て
產
榮
合
理
化
を
標
榜
せ
る
濱
口
內
閣
の
俵
商
相
は
、
鐵
銷
業
合
理
化
.の
手
段
と

し

て
，
製

鐵

會

社

合

同 

案
を
提
出
し
た
。
當
時
民
間
製
鐵
橥
者
も
こ
の

合
！！

案
を
目
し
て
、
政
府
補
償
に
よ
る
自
己
救
濟
策
と
し
て
歡
迎
し
た
の
で
あ
り
、
若
し
井
上
贼 

…

.；
相
に
よ
ん
財
政
的
見
紙
よ
れ
の
！

^
對
な
か
:̂
せ
ば
、■期
か
.る
不
敗
期
に
あ
っ
て
ば
製
鐵
大
合
同
は
容
易
に
實
現
し
得
た
の
で
あ
る
。
期
く

『

製
鐵 

、
合
同
問
題
が
良
體
的
に
51
:な
で
來
た
の
が$
年
命
解
戴
後
の
最
不
況
時
代
、
實
の

)

と
こ
ろ
製
鐵
會
敗
側
で
も
ま
だ
か
く
と
首
を
長
く
し
て
待
ち 

:
,'
あ
ぐ
ん
'で
ゐ
た
の
で
あ
务
が
、
經
濟
情
勢
め
流
轉
と

\
も
に
そ
の
愈
度
に
變
化
：を
き
た
：レ
た
々
す
な
は
ち
濱
ロ
內
閣
の
徹
底
的
デ
ブ
丫
シ

^
^
^ ̂

政
策
と
洽
も
時.を
同
じ
ぅ
ム
て
捲
起
さ
；れ
た
世
界
的
經
濟
恐
慌

^
の
重
壓
は
、
、
そ
の
後
犬
養
杓
閣
の
手
に
よ
っ
て
六
年
十
一
一
月
十
三
日
に
斷
行

3

れ
た
金
W
禁
止
を
契
機
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
は
ゆ
る
ィ
ソ
フ
レ
景
氣
が

.展
開
し
、
七
年
下
期
ご
ろ
か
ら
、
鐵
銅
市
況
も
漸
次
上
昇
氣
配
が
出
て
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來
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。
中^.
商
相
に
よ
っ
て
製
鐵
合
'同
法
案
が
黐
會
を
パ
ス
し
て
具
體
化
し
つ
、
あ
っ
た
八

年

と
ぃ
ふ
も
の
は
滿
洲
事
變
に
よ
る
軍
需
景
氣
が
加 

•
ぼ
っ
て
鐵
銅
界
は
非
常
な
繁
榮
振
を
示
し
た
。

.

M

配
■時
代
が
ら
急
に
增
配
時
代
に
移
つ
だ
の
み
な
ら
ず
、
中
小
以
下
の
製
鐵
會
社
も
簇
生
し
て
，

:

^

^

洲

大

戰

當

時

の

好

況

に

次

、
い
で
の
#

要
激
燴
振.り
が
規
は
れ
て
來
た
の
で
あ
'る
。
’；
.製
鐵
業
者
と
し
で
は
實
に
久
1>
_

り

の
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況

に

惠

ま

れ 

'
た
の
：
で

、
合

同

參

加

に

ニ

の

足

'

を
踏
む
に
茧.
っ
た
の
、

無

理

か

ら

ぬ
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る
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朝
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經
濟
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參
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.
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進
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參
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u
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八
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鐡
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あ
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的
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二
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れ
等
を
所
有
す
名
會
社
と
合
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す
'る
.こ
と
を
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要するから：
し
て
等
め
產
隹
部

^
に
奉
つ
^
は
羞
期
尤
鹰
哗
橫
猶
的
合
併
を
道
淨̂

註)

.':
'1
,•:
•ァ

U
.
:ぐS:

:
:
.

:

_
逸
に
於
け
義
鑛
業
め
：合
併
が
殊
&

氣
上
昇
期
於
活
潑
捧
は.焚
こ
セ
は
.旣
に
乒
^
バ
1:
.
tr
l
:が
指
ぞ
で
ゐ
る

ocvig. E
m
f
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tr?e.v;Dessau, 192s.::

co
*'
w
w 

si;
.. 
y

:卜 

/ i 

.

.

.

,
ハ我爾に

.於げる治

.油
榮
の
も

.生
'と
し
て
景
氣5
奔

期
; ^

行
は̂

本
の
.で
.

 ̂

日
本
公
論
社
發
行

〕

の
著 

‘ 

i

岐
4

邊
『

む
■

I

.

は
必
■

^

^

.

に
行
は
れ
ず
し
て
、
l

ど
l

l

な

ぃ

議

期

に

.は

ぃ

:|
?

行

は

れ

始

_

の

で

ぁ

る

ば 

(

同
書
ニ
〇$:
頁〕
と
記
し.て
屈
る
が
：、
石
汕
榮
は
任
意
に
加
壻
し
得
ざ
る
天
然
產
物
の
杣
出
產
築
と
し

て
、正
に
景
氣
上
興
期
に
喷
斷
的
合
併
を 

'
'、
必
勘̂

す
ギ
队
で
あ
を°;
耻
ち
«

田
狂̂

1

||
1
1
:
:
'

は
明
治
三'十
甙
银» :
&

傲
；>に
長
岡
，
柏
崎
等
吖
右
泚
觀
社
を
合
同
し

.(

第
1
次
合
同.と
_
久 

'.
:
る 
>
，
阴
麼
一m

七
年(
景
氣
囘
復
、
好

霞

)

に
_

ニ
次
合
同
を
行
ひ1
#
時
造
の
被
合
併
會
駿.は
約
ボ.八
で
軚
り
.、
更
に
明
治
彐 

:

氣
、
囘
復
、
下
半
期
好
景
氣

)
に
第
S

次
合
同
を
行
ひ;'
そ
の
被
合
併
會
社
數
は
一
一
一
十
餘
社
に
瓦
ん
で
ゐ
る
。
次
い
で
明
治
四
十
年

(

好
景
氣
丨
十 

i

l

田
は
更
に.十
八
社1

併

し

て

ゐ

驗

衣■

し
、■
治
四
十̂
^

,
と
^
ま
，る
。
；
1方
日
本
石
油
會
社
は
明
治
四
十
年

(

好
货
氣)

に
ィ
，ン
タ.丨
ナ
シ
>
ナ
ル
石
油
會
社
の
:1
1
江
津
製
油
所
及
び
證
に
於
け
る
棋
業
金 

部
を
賈
收
し
、
更
に
四
十
四
印

(

好

霞)

に
は
ィ
ソ
タ
ー
社
ょ
り
そ
の
北
海
道
に
於
け
る
事
業
財
產
彔
部
を
も
賈
收
し
た
。
斯
く
て
內
地
會
社
で 

.
は
日
石
•
梅
田
：の1
1大
會
社
が
對
立1
、
：大
戰
中
に
も
失
々
擴
張
、
若

干

の

賈

乾

為

ひ

、
：
大
戰
後
の
大

1£
十
年
8:
氣

講

に
.至
.
っ
.
て
兩
者 

の
劃
期
的
大
合
同
が
行
ぼ
れ
？
日
本

H
油
ト
ラ
大\
が
結
成
$
れ
令
に
至
つ'た
。
，
、

(

上
記
# -

银
月
の
景
氣
狀
況
は
甫
洋
經
濟
新
報
社
編
ノ
冒
本
の
景
氣
變
戰
上
卷
十
六

.頁
以
下
ば
ょ
る°

.

第
二
の
例
外
は
霞
8

部
門
に
霞
な
る
生
產
乃
至I

I

割
f

ル
.テ
ル
或
は
シ
シ
ジ^
^

に
あ
つ
て
は
、
各
企.業
は
そ
の
旣
存
の
生
產
能
力
乃
至
販
賣
數
量
實
積
に
徵
L
て
決
定
さ
れ
た
割
當
率
に
縳
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
景

■ 

,

.

.
圓
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.
,
.
*
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.

.
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.

氣
上
#
期
を
利
用
し
て
そ
の
坐
產
乃
茧M

Wを
！
！

張
せ
ん
が
爲
に
は
加
盟
他
企
業
を
合
併
し
，て
自
己
の
割
當
率
：の
增
大
を
計
る
こ
と
を 

要

す

。

.そ

れ

故

に

又

斯

か

る
カ
ル
テ
‘ル
協
定
の
：存
す
る
產
業
部
門
には
*

#

■と
雖
冬
屢
ミ
橫
斷
的
合
併
が
試
み
ち
れる
0(

6

鳳

I|
I

I

!
I
1§
I

I
1

i

I

1
I

§
1I

0

註
本
來
製
讓
の
喷
斷
的
合
併
は
霞
上
昇
期
に
は
闲
難
沒
こ
と
を
旣
に
述
べ
た
が
、
鍋
材
部
門
に
は
、
關

'-
-
m銅
材
販
賢
組
合

c

昭
和
ニ 

卬

十

一

月

創

立

)

中
型
山
形
鋼
共
販
組
合

(

昭
和
六
年
三
月
創
立

〕

日
本
厚
板
典
販
組
合

(

昭
和
六
部

I

一
月
創
立

〕

中
板
典
腋
組
合

(

昭
和
五
守 

十
月
創
立

)

日
本
線
材
共
販
組
合

(

昭
和
五
年
十
月
創
立

)

等
の
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
が
存
し
、
生
產
反
び
販
賣
數
量
割
當
を
行
ひ
つ

、
あ
る爲
，
上 

‘界
期
に
於
け
る
割
當
率
の
增
大
を
目
指
し
、
昭
和
九
年
七
月

(

好
況)

に
は
日
鐵
の
ァ
ゥ
ド
サ
ィ
ダ
ー
た
る
日
本
銅
管
は
昭
和
鐲
管

(
日
鐵
の
別
動 

'隊
と
見
ら
る

)

を
合
併
し
、_
材
に
於
て
國
內,

の

七

〇

マ

.

.

セ
シ
ト
を
占
め
る
に
茧
つ
た
' 
パ

::
:
:ン

ン

■ 

■

斯
く
景
氣
上
昇期
に
あ
.つ
て
は
、
.
#企
業
は
坐
產
蟥
_
の
耍
求
.に
豳
ら
れ
て
主
と
し.て
|
|斷

的

'コ

ン

ッ

ラ

ル

y

§
 (

合
併
形
態
に

依
ら
ざ
る)

ト
ラ
ス
ト
'̂
結
敗
す
，る
が.
、

.

坐
產
擴
張
は
同
時'に
原
■料
ロ
 

1
,に
»
ず
る
需
耍
0-
增
太
釔
伴
ひ
，
そ
.の
結
果生

ず

る

'原

料

品

の

不
足
、
値
ト
¥

に
對
處
す
‘る
像
に
、
又
縱
斷
的
コ
ン
グ
ラ
ル
ジ
乃
至
バ
合
併
形
萌

 

ト
ラ
.ス
.ト
1を
結
成
す
。
例
へ
ば
重
工

業
に
と
づ
て
の
主
要
原
料
は
石
炭
で
あ
る
が
ぃ
石
炭
ぱ
任
意
加
增
財
で
な
い
爲

^

>

*氣

^

#

斯

に

於

て

製

鐵

業

の

生

產

獷

張

に

伴

ふ

石
炭
«.
要
の
堦
大
を
容
易
に
滿
ず
事
闲
難
で.あ
.る
。
そ
れ
故

-
度
供
給
不
足
(0
徵
候
が
'現
.は
^

業
者
は
證
を
結
合
せ
ん
と
す
今
斯
が
る
製
鐵
業
考
ょ
り
炭
鑛
業
者
わ
向
つ
セ
な
ざ
れ
各
上
畀
的
な
縱
斷
的
企
業
結
合
は
、
炭
鑛
業 

者
間
に
繁
固
な'カ
，ル.テ
ル
：協
觉
、.紙
中
シ
ゾ
.デ
ケ1:
'
ト
の
#
す
る
場
合
に
は
、
尙
更
促
進
さ
れ
る
。
と
云
ふ
の
は
、

シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
に
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依
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賣
阒
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尉
處
す
る
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ョ
：リ
'縱
斷
的
.企
業
結
合
の
必
要
を
痛
感
す
る
か
ら
で 

あ
る
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同1

の
現
象
.は

銑

鐵

業

者

が

繁

固

な

：，力

ル

テ

'ル
を
結
成
す
る
場
合
に
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得
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供
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不
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價
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祀
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す
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■
一
註
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上

界

期
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；
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縱
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；ロ
ン
ぃッ
生
.ル.

ン
：
結

成

の

質

例

を

^
:

r

れ

ば

、i-
>

ゼ

ル

レ
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^
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の
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1
最

る

^
即
ちf

明

塗

府

株

1

^
法
を
制
定
し
て
九
州
の

3
池
髙
：島
兩
炭
礦
を
官
營 

•-
;と

レ

た

が:;
>
^
2
1
:
1

炭

鑛

潘

治1
;
3裙

確

渚̂

、
違

^

岂

许

家

龙

浙

洧

凇

奪

：
.
^
?
^
明

遵
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八
幡
製
鐵
所
設 
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プ

立

を

機

と
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1
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^
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§
滿
炭
牆
以
下
筑
玀
淡
田
へ
の
積
涸_
通
贺
览
遂
あ
れ
た
0

^

酶̂
谭
に
淞
け
必
炭
_
^
:
—

治

こ

政
府
が
起
業
公
廣
百
芄
十
菡
圓
を
凇
じ
て
開
發
に
つ
と
め
次
も
の

'が
、
明
治
ー
：
1
ニ
年(

註
、
好
況)

の
北
海
道
炭
礦
汽
船
會
社
の
創
立

'
に
ょ
り
幌
內、
- 
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作

农
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啟

属

龜

^
腺
棘
乃
¥

響

,1
產
業
者
あ
抝
ぞ
0:
加
.11
::業

者

べ

向<>
'
へ
て
；

は

罄
1>

6

_

*舉
懷
の
_

#
を
來
令
_

$
歷
不
浞
が
襲
來
^
で
1

%

1廳

€

鮮

小1!
-
:
.苓
こ
と
は
頗
る
困
嫩
で
ぁ.る

兄

そ

^

#

好
 

泥
期
に
原
料
乃
茧
半«
品
生
_

者
.が
そ
^

1

1
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^
.
£
^
と

我

雙
#

め
不
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伴̂
ふ
生
產
^
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ヒ

颯
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す

る
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產

物
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费

象

た

る

加
0:
蒙

碁

：合

尤

み
0
:
^
0
紘

合

故

加

エ

；業

者

‘の
侧
本
0:
,
:も
歡
迎
ざ
れ
る
,0
、
と
茇
ふ
の
ぼ
、
紐
祝
期
に
於 

け
る
原
粍
ゆ
不
足”
も
办
懷
格
騰
貴
ヒ
朦
遯
し
徵
る
汾
ぎ̂
ぁ
る
ネ
乙
れ
に
1

^
本
祝
躲
rt
は
他
ょ
り
容
易
に
抵
廉
な
る
價
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に
於
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原
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が
獲i
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ふ
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位
原
料
坐
產
橥
表
ネ
加
エ

_
若
と
め
縱
斷
的
命
榮
顧
合
_
の
動

: ^

忙
就
い<
次
の
'如
く
述
べ
て
ゐ
る0

『

こ
の
企
菜
肩
合 

(
K
I
H
n
a
t
i
o
n
)

の
'励
機
と
な
る
:4
の
は
、
景
氣
の
段
階
に
應
じ
て
そ
ル<
;\
興
が
；る
o 

>

J

o

i
は
、
繁
绝
期
に
お
い
て
は
加

H

業

か^;
起

る
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,
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、
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：
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(

註
•即
ち
上
.昇
的
な
縱
斷
的
結
合

)

加
.エ
業
は
企
業
綜
合
に
よ
り
，原
料
の
高
價
，ま
龙
は
原
料
の
缺
乏
を
芩
へ
も
克
服
す
る

』(

改
造
文
庳
、
'
1 

本
論』

三
七
.ー
頁)

と
述
べ
る
場
合
ー
止
し
い
。
然

し

f

沈
滞
期
に
お
い
て
は
、
原
料
の
生
產
者
は
、
原
料
を
生
產
價
格
以
下
に
賣
る
こ
と
を
避
け
る 

:

.た
れ
'に
、
加
3:
:
第
と
結
合
す
る(

同

.即
ち
下
降
的
な̂

的̂
企
業
結
合〕』
(

同
書
三
七
一
丄
1
1七
ニ
頁)

と
述
べ
る
場
合
誤
つ
て
ゐ
る
。
と
云 

:

ふ
の
ぼ
沈
滞
期
：に
ば
原
料
品
を
低
廉
に
購
入
し
得
る
爲
.
*敢
へ
て
加H

#
#
‘

は
原
料
生
產
業
者
よ.り
結
合
さ
れ
が
こa

か
欲
せ
ず
し
て
、
.逆
に
斯 

-

か
る
卞
降
的
な
醫
的
赞
门
も
亦
繁
榮
沏
に
霞
さ
れ
易
い
へ
の
で
あ
る
。
';
::
:
.
.
^

 

: 

, 

,

'■
:
■«

:

斯
か
夺
景
氣
上
昇
期
に
於
け
るM
料
確
保
，の
爲
の
上
昇
的
な
縱
斷
的
命
業
結
合
竝
に
双
趴
確
保
の
爲
の
下
降
；

g

な
縱
斷
的
企
業
結
合 

の
主
要
^

«
は
、
等
し
く
コ
ンッ
ス
ル

：ン

乃

至

は

合

併

に

.よ

ら

ざ

る

ト

ラ

-x
ト
形
態
セ
あ
^
ぼ
S
ふ
の
は
、

氣̂
上
昇
期
.に
：あ
つ
，て
：は
：、 

.歌
べ
て
各
企
業
は
：そ
の
法
律
的
獨
立
性
を
放
棄
し
、
他
命
業
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
を
钬
し
な

v>
か

ら

セ

あ

，
る
。

勿

論

ト

：
昇

期

に

あ

つ

て 

も
、
縱
斷
的
企
業
結
合
は
時
に
合
併
形
態
を
ど
る
ヒ
士
も
あ
る
：が
' 
コ
ゾ
少
*
ル
シ

;5
-
至
は
合
併
に
依
ぢ
ざ
るト

ラ
ス
ト
.形
態
を
と
.る 

場
合
の
方
が
遙
か
に
多
い
。-:
;
-:
ぐ
^
 

; 

-
■•
-
.
'..、 

. 

.

:•
'
.
:

’ V.

こ
れ
を
要
す
る
に
、
景
氣
上
苒
期.に
於
け
る
金
融
共
同
體
的
企
業
結
合
形
態
ほ
、
.橫
斷
的
た
.る
i
縦
斷
的
た
る
と
を
問
は
ず
、
主
と 

し(

て
抓
盟
企
業
の
法
律
的
獨
立
性
を
維
持
す
：る
所
の
9
ン
ッ
f
ル
，
ン

乃

至

は

合

併

に

よ

ら

ざ

る

ト

ラ

ス

ト

形

態

■で
あ

，
る
。
.唯
，.

AZ

例
外
と 

3

て
、
加
盟
企
業
の
法
律
的
獨
立
性
を
否
定
し,'
'
:單
；1
’企
業
に
融
合
す
る
所0-
合

併

形

態

を

と

る

場

合

は

、
：任

意

に

そ

‘の

生

產

を

增

加 

し
得
ざ
る
天
然
產
物
の
抽
出
產
業
，

(

例
、
炭
鑛
業
、
石
油
業

)

の
場
.哈

と

當

該

產

業

部

門

，
に

.旣
に
.鞏
固
：な
る
.力
.ル

テ

.ル

の

得

す

る

場

合 

と
で
.あ
る 

o

r-
デ 

：
：
'
:
:■.
:
''•
: 

- 

然
ら
ば
、
〃景
¥

1

に
あ
づ
て
は
;-
>
.如
何
.な
る
質
0
金
融
共
同
體
的
盛
業
結
合
形
態
が
主
と
し
て
：

^

さ
れ
る
が
。
.'
;

翁
戴
.の
獨
西
結
成
に
及
ぼ
す
作
用

 

七I 

a
l
l
l
s



贤
氣
の
姆
办
綠
瓛
に
及
ぼ
す
作
瓜
 

七

-

a
l
l
s
)

 

揿
て
齋
氣
ゼ
銲
期
ぬ
於
げ
る
主
要.
§
怒
_

斷

的

錄

に

麻

断

的
_
砣
^
:ラ
ル
：：
ン
.乃

至

ト' 

の
緖 

成
は
逆
に
景
氣
-F
降
M
に
減
少
す
る
。
先
づ
嵇
斷
的
コン
ッ
ュ
ル
ン乃
至
ト
ラ
ス
ト
が
何
故
に
減
少
す
る
か
。
横
斷
的
コ
ン

ッ
*
ル
ン 

の
舫
莱
形
態
ぼ
獎
約
共
同
體
で
あ
り
け
契
約
共
同
體
は
凡
^
そ
の
元
秦
形
態
と.
て̂
^

^
分
酣
契
約
、'.
.
-
.
即
ち
加
盟
企
業
相
互
に
利
益
分 

配
に
と
ビ
金
ら
^
、：
損
害
を
も
相
互
に
；分
檐
す
る
契
約
を
含
む
^
斯
か
る
契
約
は
>
加

盟

諸

企

業

が

等

し

：く

利

潤

を

擧

げ

つ

、
あ

る

好 

況
期
£
.ば

蓄

に

締

結
さ
作

〈
且
つ
.雄
持
さ
れ
备
が
、

一
度
不
況
期
に
人
ちe
部

企

業

が

損

失

を

來

す

に

.至

る

や
、
辛
ぅ
t
て
尙
ぼ 

利
潤
を
擧
げ
つ〜

あ
る
ー
部
^

#
は
、
：歌

へて
他
企
■
の
損
炎
^

|
せ
：ず

、'そ
0
結
果
契
約
共
同
體
と
し
て
.の
横
斷
的
コン
ッ
テ
ル 

ン
：は
破
桀
さ
れ
る
。，更
に
殿
密
な
意
味
に
於

け
る
横
斷
的
コ
ゾ
ッ
ュ
ル
ン
と
し
て資
本
參
與
に
よ
り
金
融
共
同
體
を構
成
す
る
場
合
に 

し
て
も
、
.
.好
.況
期
と
違
ひ
、
：不
況
期
に
あ
つ
て
は
、
.各
企
業
は
利
潤
牵
の
饯
下
或
は
損
失
に
よ
り
、
他
企
業
に
參
與
す
る
爲
の
自
己
資 

本
の
缺
乏
に
惱
む
。
こ
の
こ
と
は
持
株
會
社
形
態
に
於
け
る
橫
斷
的
ト
ラ
ス
ト
に
就
い
て
も

S
は
れ
得
る
。

更
に
縱
斷
的
コ
ン
ッテ
ル
ン
乃
至
ト
ラK.

ト(

合
併
に
依
ら
ざ
る)

の
結
成
も
景
氣
下
降
期
に
減
少
す
る
の.は
，
不
況
の
襲
來と

#: 

に
原
料
品
慣
格
は.低
落
し
、
時
に
原
價
を
割
る
こ.
.と
が
あ
り
，
從
.つ
て
放
べ
て
.上
#
的
な
縱
斷
的
企
業
結
合
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で 

あ
るo

叉
降
下
的
な
縱
斷
的
企
業
結
合
は
、
原
料
坐
產
者
が
不
況
期
.に
そ
の
販
路
を
確
保
す
る
爲
に
必
要
で
あ
る
と
は
云
へ
、
不
況
に 

よ
る
參
與
資
本
の
故
老
の
爲
に
斯
か
る

(

結

合

ば©:
難

で
あ
り
、逆
に
.加
工
業
家
は
®
廉
な
る
ぽ
料
を
購
入
し
得
る
以
上
、
結
合
さ
れ
る

.

.

I 

-
. 

• 

•• 

•
. 

•
. 

. ,:

' 

. 

: 

- 

. 

.

こ
と
を
欲
し
な
い
o'

V 

r 

..... 

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

:
.

.

こ
れ
に
反
し
.て
如
何
な
る
質
の
金
融
共
同
體
的
：企
業
結
合
形
態
が
量
的
に
增
大
す
る

.か
。
藎
し
不
況
期
に
於
て
各
企
業
に
課
さ
れ
る

經
營
上
の
最
も
重
大
な
使
命
は
、
第
一

.に
損
失
を
防
止
す
る
が
爲
に
市
場
價
格
の
下
落
に
適
應
し
て
そ

Q

生
産
費
を
切
下
る
こ
と
で
あ 

り
、
第
二
に
進
ん
で
は
一
曆
の
生
產
費
切
下
に
よ
つ
て
、

1

般
購
貢
力
の
俄
下
に
枸
ら
ず
、
そ
の
販
賣
數
量
の
增
加
を
計
る
こ
と
で
あ 

る
。
普
通
企
業
が
坐
鹿
费
を
切
下
る
.爲
に
は
大
規
模
生
產
に
よ
る

可
く
、
即
$
生
產
規
模
の
擴
張
を
要
す
る
が
、
.不
況
期
に
於
て
斯
る 

處
置
に
出
る
こ
と
は
徒
，ら
.に
坐
產
過
剩
に
拍
車
を.か
け
r I.

層
の
慣
格
暴
落
を
誘
致
す
る
の
：み
な
：

.る
故
、
總
坐
產
數
量
：の
增
加
■を
伴
は 

ず
、
而
も
坐
產
規
模
の
擴
張
と
同
一
效
果
即
ち
坐
產
費
切
下
を
實
現
す
る
爲
に

"
各
企
業
は
橫
斷
的
合
併
を
計
る
。

(

こ
の
場
合
縱
斷
的 

合
併
が
さ
し
て
問
題
と
九
ら
ぬ
0
は
、"
加

エ

業

者

は

：
不

況

期

に

あ

0

て
は
低
廉.に
原
料
を
購
入1>
得
る
か
ら
で
あ
る.
0

)

而
も
^
#
の
獨 

党
諸
企
業
を
解
消
し
て
單
1
企
業
忆
融
合
す
る
所
の
こ
の
合
併
の
方
が
、
他
の
金
融
共
同
體
的
企
業
結
合
形
態
、
即
ち
加
盟
諸
企
業
の 

法
律
的
獨
立
性
：を
認
め
る
所
の
コ
ン
ッ
ヰ
ル
ヅ
乃
至
持
«

#
社
形
_
の
ト
ラ
ス
ト
よ
り
も
遙
か
に1

的
に
^

2
費

切

下

を

計
:|
?

#

る 

か
ら
で
あ
る
：o
.::
:

v
'.
:に
.■

.

:

',
第「

忙
生
產
技
術
4
か
ら
見
て
，
合
併
さ
れ
龜
企
業
の±
瘍

窄

、
能

率

の

：惡

い

エ

場

を

全

然

休

止

"さ
せ
、
能
.率
の
よ
い
エ
場
に
坐 

靡
を
#

し̂
、
|?
:に
各
エ
場
間
：に
分
業
を
驚
的
匕
行
ば
し
め-.
'
-
*
崔
產
行
程
の
填
純
化§:
;
計
り
、
-
言
^
す
れ
ば
、.坐
產
技
術
の
合
理
：
 

化
に
お
り
坐
產
費
の
：切
卞
を
行
ふ
。
.
'斯

か

：る

こ

と

ほ

蓋

企

業

が

夫

々

.法
律
的
に
獨
立
せ.る
場
合
よ
り
も
、'單
ー
'企

業

に

融

合

せ

：
る

場 

合

の

方

が

繁

容

易

に

行

は

れ

得

る

。
、

.

.ン
:.
'-
;

ぐ
 

第1

窗

管

理

技

術

上

か

ら

：見

て

、
，
單

企

乘

に

化

：し

た

以

上

、
：
個
々

'
.の
，：炎

業

は

勿

論

、

.コ
'

X
，

役
r
彼
用
人
で
足
る
可
ぐ
、'槌

^
て
入
：件

費

の

、節

約

に

：よ

り

坐

產

費

.が
切
下
ら
：：る0
;;

:'.
.

景
氣
の
輞ft
結
成
5

ぼ
ナ
炸
用
，
 

七
_
 

3

三
|)

：



:
:
_办
掏
.̂

轿
成
慶
：ぼ
す
賴
用
 

、■七

四

K

U

S

D 

貴
.第
！

上

它
.く
ぞ
«>
販
賣
機
關
^
養

¥
費
用
を
簕
約
-

随̂

接
^
坐
：囊

を

切

下

ぐ

。

.ー
第©
に

發

融_

'
各

豳

業

が

切.下

げ

た

霞
&

を
以
0
:̂

合

併

す

：る

時

ば

、
馨

し

く

生

產

費

の

切

卞

ゆ

役

立

ま

S-
.

ベ
■ ;
, 

ハリ
各企
業樣
不で

.經
營
を
持
續
ヤ
が
ど
と
ば
多
大
の
損
失
を
招
き
、
こ
れ
に
反
し
合
併
に
だ

.る

時

は

お

の

如

き

多

大

の

.
利 

錄

を

伴

ふ

故v
ft
へ
セ
各
企
業
は
%
ぬ
_
党
性
'を
能
擲
'̂
1;
称

ず

备
(2
>
:
:
:
.

で
：«>
;
海

%.
-れ
故
.不

況

期

^

於
 

_
は
横
斷
的
合
併
で
あ.
.る

き

そ

ぴ

て

ざ

れ

ば

木

&

_
よ
タ
て
經
營
難
岭
騰
夕
だ̂

横
斷
的
昏
併
_

ち
.に
^

ー
ズ
太
1>
:
;.で
^
私

免
^

^
醜

市

場

獨̂
办
|:
;
持

づ
_
至

づ*
合

併

"
^:
、
く 

,

'
.-!
:
'!<
>
註
•

況
■
に
横
斷
的
合
併
が
增
加
す
？)
實
例
を
泣
に
揭
ぐ
。

:

『

ャ
_

醫

濟

罌

所

の

調

査

に

よ

れ
«

我
國
の
，
_

種
別
鑛
_
瀹 

.

V

本

：の_
榮
.と
贸
I

發
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九

六

頁
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照
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.
ン
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u
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c
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s
l
.

藝

、
證
，
. 

V
.
-
:
:
:

六：年：

不，.況

こ

^

芎

：
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.
公
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塞
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i

、
i

1
§ 

S
、匿

七

^

上

昇

i
t
x

s
i
r 八突

，

、
八
八
一
一
奕
、
^
八

 

一
七
 

hi

一

1

一.§
gfsj

党

:''.卩

八
年

：
：好
' 

況

W
1
H
1

一
美
、尝

' 

究

^
八
、
_

.
ー
六
兗
、
$

美

i

差

、
_

'

岩
表
に
よ
り
我
國
の
鑛
警
社
妬
は
好
況
期

6
比
較
し
て
常
に
不
说
期
に
ほ
減
少
し
て
ゐ

'る
0
即
ち
大
正
七
年
の
好
況
期
に
比
し
、
大
正
十
二 

年
の
不
況
期
に
は
、
.金
屬
鑛
業
た
る
と
、
'石
炭
鑛
■
た
る
と
、
石
油
鑛
槳
た
る
の
如
何
を
問
は
ず
、
凡
て
會
社
數
は
激
減
し
、
合
計
五
九
六
か
ら 

ニ 

S

Cに
減
つ
、て
ゐ
る
。
又
昭
和
四
年
办

_
度
の
好
況
か
ら
不
況
へ
，の
'
轉

換

期

电

比

し

、

55
:
年
六
¥
の
不
況
期
に
は
、
石
油
鑛
業
を
除
龜
の
鑛 

菜
の
會
社
數
は
減
少
し
て
居
o
r合
計
ニ
一
六
か
ら--
*
'

lolil

及
び 
一
一o
〇
に」

減
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
不
況
期
に
於
け
る
會
社
數
の
滅
少
は
幾
莫
迄 

が
破
產
^:
よ
る
滅
少
な&
や
、.或
は
合
併
に

」

よ
る
黎
な
り
や
は’詳
か
で.は
な
い
が
、
斯
く
會
社
數
が
黎
せ
る
に
拘
ら
ず

r
投
資
額
は
^
ろ
增 

加
し
.、
即
b
一
#

社
當
り
.
の

役

費

額

の

增

加

せ

る
こ

とに
注
意
す
る
な
ら
ば
、
會
社
數
の
減
少
が
多
く
合
併
に
よ
る
も
の
な
る
こ
と
が
想
傲
さ
れ 

得
る
。.索
に
詳
し
く
宏
へ
ぼ
、
大
正
七
每
に
對

W
1
.ニ年
は
、.金
屬
鑛
業
の
會
社
數
は11

£

四
か
ら
七
七
に
激
減
せ
る
1
2拘
ら
ず
、
投
資
額
は
三 

〇
九
、1
七
七
か
ら
三
〇
〇̂

3
ニ
に
な.り
、

「

差
し
.た
る
滅
少
を
示
き
ず
、
、
石
炭
鑛
業
の

#
社
敷
2

1
.0
^

投
資
額
は
ニ£
1
3ー-—
*三
〇
か
ら
一.
.ー九
〇
、九
^
九
に
な
り
，
倍
額
以
上
ね
增
加
し
て
厨
り
、
貯
油
鑛
業
も
胁
數
.は
三
九 

投
資
額
は.六
•三
、O'
六

六

か

ら.
1
0七
、
笠0
〇
に
：、
即
ち
倍
額
近
く
增
加
し
て
居
る

0
:昭
和
四
年
に
對
し
五
年
六
牟
に
就
い
て%'
.
金̂
屬
鑛
榮
を
W 

除
き
"
他
.の
鑛
榮
に
於
て̂

同
機
.に
會
社
數
の
減
少
：に
反
比
例
し
て
投
資
額
は
壻
加
し
，
て
居
石

0
:と
”れ
.

ii

よ

つ

て

も
,

我
國
鑛
樂
思
に
於
て
、ホ
 

況
期
に
橫
斷
盼
合
併
の
樹
加
が
著
し.き
こ
と
が
想
像
冬
れ
得
る
。
.'：
':
ノ 

:

:

.ハ
笑 

.

厂
右
の
如
く
我
國
鑛
業
界
の
.橫
斷
的
合
併
呔
大”滅

の

度
_
的
不
況
期
に
著1>
'
く
促
進
さ
れ
た
の.で
^
る
.が
、
.細 

<?
>
.蓄

產

檠

部

門

に

就

い

て

ル

認

：め

得

る

:0『

例
.へ
：
ば

钫

績

會

社

に

^
4
^
^
^

最
寒
备
戌
結
成
袋
宴
作
用
积
 

七
洱
.

rs
u
f
D
.



隶
チ
ャ
：：リ
ザ
製
織
、：中
華
毛
織
、
南
海
紐
績
、
大
分
紡
镇
、
同

華

襲

、
東
洋
疆
は
消
滅
し
て
そ

^

^
倉
敷
紡
績
、
日
淸
紡
績
、
日
華
紡
績
、
東
京
モ 

ぐK、
東
華
訪
續
滅
崎
紡
織
及
び
實
士
藝

C

後

雰H
3

に
徒
合
せ
ら
れ
で
ゐ.大
1£
十
1
.年
度
に
ほ
日
本
絹
葙
は
鐘
級
に
、
郡
由
紛
績
は
名
古 

羲

績

に
V

岡
山
染
色
は
倉
敷
紡
縝
に
，
：近
江
絲
：續
は
近
茁
帆
布
に
、
：中
央
紡
織
及
び
大
阪
帆
布
は
出
雲
製
織
に
貢
收
或
は
合
併
さ
れ
て
ゐ
る
。 

.大
芷
.十
ニ
邙
度
の
锿
災
前
：に
.ば
日
本
紐
織
、
日
印
紡
績
、
金
寒
紡
績
、
江
州
紡
績
、
伊
勢
紡
績
、
日
本
絹
毛
紡
織
が

紛
績
、
富
士̂
！!
、
日
出̂

^
、
苽
洋
紡
績
、
大
日.本
^
1
に
合
併

せ

ら

れ

，
て
，
ゐ

る

0
又

製

紙

業.に
.っ
い
て
，
見
る
な
ら
ば
王
，
子

製

紙

は

大

JH
十

^
樺

太 

省
槳
、
朝
議
紙
を
合
併
し
ー
、
.富
士
製
紙
は
九
筇
に
四
日
市
製
紙
、

$
京
板
紙
を
、
十1
带
に
0
東

化

學

紙

料

を

、
十
ー
ー

3
に
富
士
パ
ル
ブ
を
貿
收 

露

し

て

ゐ
%-
趟
糖
榮
に
お
い
て
は
大
茁
十
年
度
に

.明
治
製
糖
が
大
和
製
糖
を
，
策
洋
製
糖
が
臺
中

^
^
を
合
併
し
、
十
ニ
牟
度
に
は
阴
治
製 

糖
が
日
本
甜
菜
糖
を
、
'.
大
日
本
製
糖
が
内
外
製
糖
を
併
合
し
て
ゐ
る

o』

c美
濃
部
亮
吉
著
、

『

力
ル
テ
ル
、
ト
ラ.ス
ト
，.ゴ
シ
ッ
エ'ル
ン』

改
造
經
濟
學 

全
集
.四
七
卷
下
、
芄
五
四
頁
參
照
>

-

'

V 

'

'

更
に
人
造
肥
料
業
に
お
い
て
は
大
正
士
一
年
五
月
に
大
日
本
人
肥
が

.日
本
化
肥
と
關
東
酸
曹
と
を
合
併
し
、
燐
肥
生
產
に
於
け
る
我
國
の
支
配 

的
地
位
を
確
立
し
た
。
又
製
臃
■

お
い
て
は
，
、

從

來

帝

國

製

麻

、
日

本

廊

絲

*:
»日
本
製
麻
の
三
大
會
社
が
對
立
し
て
居
っ
た
が
"
大
茁
士
ー
苹
十 

ニ
月
に
至
り
帝
國
製
麻
は
先
づ
日
本
麻
絲
を
合
併
し
、
次
い
で
十
五
年
宋
に
ほ
日
本
製
麻
を
合
併
し
、
こ
、
に
帝
國
製
廊
は
龃
繭
生
產
に
於
て
獨 

占
を
@
立
し
、
ト.ラ
ス
ト
に
轉
形
し
得
た
の
セ
ぁ
る
。
.

■
、
. .：

從
っ
て
最
氣
循
辕
過
程
に
相
應
し
て
の
金
融
共
同
體
的
命
業
結
合
運
動
の
典
型
的
過
程
は

'

景
氣
上
昇
期
'(

上
#
、
好
況) 

‘

橫
斷
的
竝
に
縱
斷
的
コ
ン
ッ
ル
ン
乃
至
は

(

合
併
に
依
ら
ぎ
る)

ト
ラ
ス
ト

例
外
1

任
意
に
その
坐
產
を
增
加
し
得
ざ
る
天
然
產
物
の
抽
出
產
業

(

特
に
炭
鑛
業
、
石
油
業

)

及
び
當
該
產
業
部
門
に
鞏
固
な

る
カ
ル
テ
ル(

就
中
シ
ン
デ
ケ
ー
ト

)

の
.存
す
る
場
合
に
は
橫
斷
的
或
は
從
斷
的
合
併 

景
氣
下
降
期(

恐
慌
、
不
況) 

' 

八

：

橫
斷
的
合
併(

そ
の
合
併
が
直
接
的
市
場
獨
占
力
を
獲
得
す
れ
ば
ト
ラ
ス
ト
に
轉
形
す

)

。

紮
氣
の
.獨
ぬ
結
成
に
及
ぼ
す
作
胂
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三
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